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中 央 会令和6年8月1日

全
国
中
央
会
に
提
出

〜
物
価
高
騰
、人
材
確
保
、資
金
繰
り
等

　
　
　
　
　
　
　
諸
問
題
の
支
援
を
要
望
〜

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
で

   
全
国
大
会
重
点
要
望
を

　
　
　
　
　 

と
り
ま
と
め

　
全
国
の
中
小
企
業
団
体
の
代
表

が
一
堂
に
会
し
、
そ
の
決
意
を
内

外
に
表
明
す
る
と
と
も
に
、
国
等

に
対
し
て
中
小
企
業
振
興
策
の
確

立
を
訴
え
、
組
合
組
織
を
基
盤
に

し
て
、
中
小
企
業
の
安
定
的
な
振

興
発
展
を
期
し
て
、
毎
年
「
中
小

企
業
団
体
全
国
大
会
」
を
開
催
し

て
お
り
、
本
年
で
第
76
回
を
迎
え

る
。

　
本
会
で
は
、
総
合
・
工
業
、
税
制
、

金
融
、
労
働
、
商
業
の
５
分
野
の

専
門
委
員
会
を
設
置
し
、「
中
小

企
業
団
体
全
国
大
会
」
の
提
出
議

題
等
に
つ
い
て
毎
年
各
専
門
委
員

会
を
開
催
し
、
各
委
員
よ
り
そ
の

時
々
の
要
望
、
意
見
を
と
り
ま
と

め
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
国
地
方

中
小
企
業
団
体
中
央
会
協
議
会
）

に
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
た
び
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
で
各
県
か
ら
の
意
見

を
取
り
ま
と
め
全
国
中
小
企
業
団

体
中
央
会
に
提
出
し
た
。

　
提
出
し
た
要
望
は
、
今
後
、
9

月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
中
小
企
業

団
体
中
央
会
の
各
専
門
委
員
会
で

の
審
議
を
経
て
、
10
月
24
日
、
福

井
県
福
井
市「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ

ラ
ザ
エ
ル
ピ
ス
大
ホ
ー
ル
」
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
で
決
議
し
た

後
、
政
府
・
与
党
等
に
対
し
て
強

力
に
要
望
し
て
い
く
。
な
お
、
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
要
望
事
項
（
要

約
版
）
に
つ
い
て
は
以
下
の
表
の

と
お
り
。

総
合
経
済
対
策・中
小
企
業
対
策

第７6回中小企業団体全国大会に係る中国ブロック協議会要望事項 （要約版）
　急激な原材料・エネルギー価格高騰、物価高や人件費の引上げにより経営環境が逼迫している地域中小企業・小規模事業者及び組合等
の経済活動に対し以下の対策を講ずること
（１）エネルギー価格の高騰が続いた場合の支援策の継続

①電気・ガス、燃料に対する「燃料価格激変緩和対策事業」、「電気・ガス価格激変緩和対策事業」の拡充・継続
②自治体の行う特別高圧に対する支援（中小企業等に対するエネルギー価格高騰対策支援）に資するための電力・ガス・食料品等価格
高騰重点支援地方交付金の継続

（２）各種補助事業の補助率引き上げや特別枠の拡充、売上減だけでなく収益低下（経費増加）を支援要件とするなど物価上昇に適切な対
応を図ること

（３）官公需適格組合など地域中小企業の受注機会の増大を図ること
（４）ガソリン税及び軽油引取税の廃止または見直しを行うこと
　エネルギー価格、原材料価格の高騰、労務費の上昇等、コスト上昇に係る適正かつ円滑な価格転嫁を可能とするため、以下の取組みを
強化すること
（１）下請取引環境の改善や商慣習の適正化を図るとともに、二次下請・三次下請の事業者でも適正な利益を得られるよう、健全な経営環

境の構築・整備、支援策の拡充・強化を図ること
（２）官公需における価格転嫁対策に積極的に取組むこと

連
　
　
携

　環境変化や多様なニーズに即応できるよう、以下のとおり組合制度の拡充・改善を図ること
（１）中小企業基本法における「中小企業者の定義」に中小企業組合を追加し、中小企業振興施策や制度の対象から漏れることのないよう

にすること
（２）組合員以外の利用割合を組合員の利用に支障のない範囲まで拡大するなど、法令の弾力的な運用を行うこと
　多様化・複雑化する経営課題に対応すべく、組合等連携組織を支える中小企業団体中央会に対する連携対策予算の大幅な拡充・強化を
図ること
（１）都道府県に対し、中央会指導員及び職員の人件費にかかる遺漏ない予算措置及び補助単価の改善
（２）高年齢者雇用の義務化に伴う別枠措置等の所要の措置
（３）中小企業のデジタル化推進のために、中央会に専門人材を配置可能な予算措置

成
長
促
進・発
展

　事業承継者・後継者に対する育成機会の提供と新たに取り組む事業の将来ビジョン実現のための事業承継・引継ぎ補助金等を拡充すること

　企業組合について、創業という観点から環境の変化やニーズに即応できるよう制度の見直しを図ること
（１）ビジネスチャンスにスピーディに対応できるよう、企業組合の設立発起人数を緩和すること
（２）多様な働き方が実現できるよう、企業組合の従事比率の見直し、従事概念の解釈拡大を行うこと

　災害だけでなく、金融情勢や元受けの不祥事など、様々な要因による影響を想定した、より具体なＢＣＰマニュアルの作成及び普及啓発及
び、作成事業者への補助制度、税制措置のほか、補助金申請時の大幅加点等の支援を講じること

　特定地域づくり事業協同組合の設立推進及び安定的な運営の仕組みを維持するため、以下のとおり特定地域づくり事業協同組合制度
の改善及び支援策を講ずること
（１）特定地域づくり事業推進交付金において、派遣職員人件費については事業実施者に対する補助率が３分２となるよう拡充
（２）組合立上げ期の財産基礎支援措置への税制上の特例措置 
（３）地域の実情を加味した国の財政支援の実施 
（４）設立や運営に係る伴走型支援を行うための中央会への予算措置又は補助対象化

地
域
経
済・振
興
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人
　
　
材

エ
ネ
ル
ギ
ー・環
境

　外国人技能実習制度に代わる新たな制度（育成就労制度）は、地域の中小企業の実情に即したものとすること
（１）特定技能の産業分野の拡充若しくは職種の制限撤廃、制度移行時の実習生への配慮
（２）監理支援機関における事務手続きの簡素化、受け入れ時の支援、許可要件の柔軟化
（３）育成就労制度期間中の転籍禁止など慎重な対応
（４）受け入れ見込数の設定について、地方への配慮をすること

工
　
　
業

商
　
　
業

　下請取引の適正化のため、発注者より下請企業に提示される生産計画（＝内示）の変動分（信頼性）に対して発注者の責任枠を設けること

　深刻な人手不足にある地方中小企業の実態を踏まえた人材確保・人材定着の支援策を拡充強化すること。特に、技術・技能者不足が深
刻化する建設業や製造業等のものづくり技術の継承のための対策を強化すること
　また、中小企業等の生産性向上や業務効率化、人材定着等を促進するため、中小企業組合を通じた従業員の教育等、リスキリング支援
体制を強化すること

　原材料・エネルギー価格や物価高騰による収益悪化や深刻な人手不足に直面している中小企業・小規模事業者が、生産性向上・省力化
等に容易に取り組むことができるよう、以下の対策を講ずること
（１）ものづくり・商業・サービス補助金

①年度の期限にしばられることなく、事業実施期間が確保され、切れ目のない支援ができるよう事業を継続すること
②特別枠を追加すること
③収益納付・賃上げ要件等の見直し及び申請方法の簡素化を図ること
④事業のフォローアップ体制を強化すること

（２）中小企業省力化投資補助
①事業者への対応が迅速にできる体制の構築
②申請方法の簡素化、補助率のアップ、規模別補助金の廃止、収益納付の見直し

　中小卸売業振興法（仮称）を制定すること

金
　
　
融

　中小企業等の生産性向上を図る取組みに対する各種資金繰り支援の一層の拡充と、金融機関等の中小企業等への経営支援の強化を
図ること
　また、コロナ禍において増加した借入金の返済に当たって、借入金の返済負担軽減等の金融支援策の維持・拡充をより一層行うとともに、
中小企業者等への金融支援策の周知徹底を図ること
　高度化事業が、本来ならば施策で行うべき公害対策や地域振興等に果たしてきた貢献を考慮し、中小企業組合等の実情に即し、高度化
資金の返済猶予や償還の減免措置などの措置を講ずること

サ
ー
ビ
ス
業

　高速道路利用における大口・多頻度割引制度の改善について
（１）割引率実質最低５０％の恒久化及び深夜割引の拡充を行うこと
（２）車両制限令違反の罰則として、事業協同組合に一律に連帯責任として科される高速道路の大口・多頻度割引停止措置を見直し、車両

制限令違反者への違反点数累積期間を弾力的に運用すること
　物流の2024年問題への対応のため、物流業の業務効率化、生産性向上に向けたシステム構築(設備投資含む) 等に係る支援を行うこと。
同時に、物流の2024年問題による商品・部品等の納期遅れや輸送便数の減少等の影響を受ける卸売業、商業・サービス業者等に対して
も支援を行うこと

労
　
　
　
働

　中小企業等が大企業と同等の賃上げを実現できるよう、以下のとおり環境整備を行うこと
（１）中小企業の賃上げに対する補助制度の拡大・拡充
（２）賃上げ促進税制の要件緩和
（３）「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」等の周知徹底
（４）団体協約締結制度における国の権限強化
（５）中小企業の採用力強化支援策

　地方の中小企業・小規模事業者の経営や地域経済に与える影響を考慮し、最低賃金引上げに係る目標達成時期の前倒しについては慎
重に対応すること。あわせて、最低賃金制度については、以下の点を議論し明確な制度に見直すこと
（１）地方最低賃金審議会の意義
（２）改定後の最低賃金の発効時期
（３）特定最低賃金制度の必要性　

　社会保険料の中小企業への負担軽減措置を創設すること。また、今後、異次元の少子化対策実施等に伴う社会保険料への上乗せ徴収や
雇用保険料率の引上げは行わないこと

税
　
　
制

　人手不足が大きな問題となっている中、所得税制における基礎控除額や給与所得控除額の引き上げ、あるいは扶養控除に関する特別
控除制度の創設を行うこと

　少額減価償却資産特例の損金算入制度の特例措置を恒久化するとともに、限度額を大幅に引き上げること

　消費税のインボイス制度について、事業協同組合の共同事業や企業組合が実施する事業にかかる特例を設けること

　自動車関係諸税のユーザーの負担がこれ以上大きくならないよう、車体課税の軽減や簡素化等の税制改正をすること

　障がい者の法定雇用率について、全国一律で算出するのではなく、地域の実情に沿って地域別に雇用率を算定すること

　地域商業機能の担い手として、さらには地域コミュニティ拠点としての役割を担ってきた商店街・共同店舗及び卸団地について、事業継
続のための支援を強化すること。具体的には以下の事項を要望する
（１）商店街等と地域住民が一体となったまちづくり・賑わい創出を進めるための仕組みづくり
（２）空き店舗対策や商店街アーケード、卸団地等の施設の維持、補修及び撤去等に係る費用支援
（３）新紙幣発行による設備更新に係る支援及びキャッシュレス決済手数料負担の緩和
（４）道路使用許可を申請する際の手続き等の簡素化

　二輪車・排出ガス規制（2025年問題）における基準を排気量から最高出力へ見直しを講ずること
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図 2 エネルギー・原材料高による影響（全業種）
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7.6％

その他 2.5％

製造業
（食品関連）
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回
答
企
業
の
業
種
は
、「
建
設
業
」が
15
·

１
％
、「
製
造
業（
食
品
関
連
」５
·９
％
、

「
製
造
業（
印
刷
関
連
）」２
·１
％
、「
製
造

業（
金
属
関
連
）」８
·６
％
、「
製
造
業（
鉄

工
関
連
）」４
·６
％
、「
製
造
業（
そ
の
他
）」

16
·８
％
、「
卸
売
業
」13
．４
％
、「
小
売
業
」

８
·８
％
、「
サ
ー
ビ
ス
業
」14
·３
％
、「
運

送
業
」７
·６
％
、「
そ
の
他
」２
·５
％
と
な

っ
た
。（
図
１
）

　
「
大
き
く
影
響
が
出
て
い
る
」と
回
答
し

た
事
業
所
が
15
·１
％
、「
影
響
が
出
て
い

る
」と
回
答
し
た
事
業
所
は
68
·５
％
と
な

り
、８
割
以
上
が
影
響
あ
る
と
回
答
し
た
。

ま
た
、「
影
響
は
出
て
い
な
い
」は
５
·５
％

で
あ
っ
た
。（
図
２
）

　

業
種
別
に
見
る
と
、す
べ
て
の
業
種
で

影
響
が
見
ら
れ
、特
に「
運
輸
業
」で
は
33
·

３
％
、「
製
造
業（
食
品
関
連
）」で
は
21
·４

％
が「
大
き
く
影
響
が
出
て
い
る
」と
回
答

し
て
い
る
。非
製
造
業
で
あ
る「
卸
売
業
」

「
小
売
業
」「
サ
ー
ビ
ス
業
」に
お
い
て
は
、

「
影
響
は
出
て
い
な
い
」（
卸
売
業
９
·４
％
、

小
売
業
14
·３
％
、サ
ー
ビ
ス
業
14
·７
％
）、

「
影
響
が
出
て
い
た
が
、回
復
傾
向
に
あ

る
」（
卸
売
業
３
·１
％
、小
売
業
４
·８
％
）

と
の
回
答
も
あ
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材

料
高
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
そ
の
度
合

い
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。

　
「
仕
入
価
格
の
高
騰
」と
回
答
し
た
事
業

所
が
64
·３
％
と
最
も
多
く
、次
い
で
、「
価

格
転
嫁
が
困
難
」「
製
造
コ
ス
ト
の
高
騰
」

が
42
·０
％
、「
輸
送
コ
ス
ト
の
高
騰
」が
34

·５
％
と
な
っ
た
。

　
「
経
費
削
減
・
業
務
効
率
化
等
自
助
努
力
」

と
回
答
し
た
事
業
所
が
56
·３
％
と
最
も

多
く
、次
い
で
、「
価
格
転
嫁
」53
·８
％
、「
省

エ
ネ
・
燃
料
効
率
化
へ
の
取
り
組
み
」20
·

６
％
、「
仕
入
先
変
更
や
安
価
な
材
料
に
変

更
」が
18
·９
％
と
続
い
て
い
る
。

　

販
売
価
格
の
転
嫁
状
況
に
つ
い
て
み
る

と
、「
一
部
転
嫁
で
き
て
い
る
」と
回
答
し

た
事
業
所
が
78
·４
％
と
最
も
多
く
、次
い

で
、「
全
て
転
嫁
で
き
て
い
る
」が
11
·９
％

と
な
っ
た
。「
全
く
転
嫁
で
き
て
い
な
い
」

と
回
答
し
た
事
業
所
は
９
·７
％
と
な
っ
た
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、す
べ
て
の
業
種
で

価
格
転
嫁
に
取
り
組
ん
で
お
り
、特
に
非

製
造
業
で
あ
る「
卸
売
業
」「
小
売
業
」「
サ

ー
ビ
ス
業
」に
お
い
て
は
、「
全
て
転
嫁
で

き
て
い
る
」と
回
答
し
た
割
合
が
多
く
な

っ
て
い
る
。一
方
で
、「
製
造
業（
食
品
関

連
）」で
は
21
·４
％
が「
全
く
転
嫁
で
き
て

い
な
い
」と
回
答
、「
卸
売
業
」「
サ
ー
ビ
ス

業
」に
お
い
て
も「
全
く
転
嫁
で
き
て
い
な

い
」と
の
回
答
も
あ
り
、価
格
転
嫁
が
で
き

て
い
る
事
業
所
と
で
き
て
い
な
い
事
業
所

の
存
在
が
う
か
が
え
る
。（
図
３
）

　
「
20
％
未
満
」と
回
答
し
た
事
業
所
が
45

·４
％
と
最
も
多
く
、次
い
で
、「
20
％
以
上

40
％
未
満
」18
·４
％
、「
40
％
以
上
60
％
未

満
」15
·７
％
、「
60
％
以
上
80
％
未
満
」14
·

６
％
、「
80
％
以
上
１
０
０
％
未
満
」５
·９

％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。一
部
転
嫁
で
き

て
い
て
も
、４
割
未
満
し
か
価
格
転
嫁
で

き
て
い
な
い
事
業
所
が
６
割
以
上
と
な
っ

て
お
り
、厳
し
い
取
引
環
境
が
続
い
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。（
図
４
）

　

業
種
別
に
み
る
と
、ほ
ぼ
す
べ
て
の
業

種
で
価
格
転
嫁
割
合
が
低
く
な
っ
て
お

り
、特
に「
運
輸
業
」「
建
設
業
」「
製
造
業

（
鉄
工
関
連
）」に
お
い
て
は
、「
20
％
未

満
」と
回
答
し
た
割
合
が
多
く
な
っ
て
い

る
。一
方
で
、非
製
造
業
で
あ
る「
小
売
業
」

で
は
47
·１
％
が「
40
％
〜
60
％
未
満
」と

回
答
し
、「
サ
ー
ビ
ス
業
」「
卸
売
業
」に
お

い
て
も「
60
％
〜
80
％
未
満
」と
の
回
答
も

あ
り
、一
部
転
嫁
が
で
き
て
い
る
事
業
者

が
見
受
け
ら
れ
た
も
の
の
、依
然
割
合
が

低
い
事
業
所
が
多
く
、十
分
に
価
格
転
嫁

が
進
ん
で
い
な
い
状
況
が
う
か
が
え
る
。

　
「
給
付
金
」と
回
答
し
た
事
業
所
が
42
·

０
％
と
最
も
多
く
、次
い
で
、「
税
の
減
免
・

猶
予
」39
·５
％
、「
燃
料
価
格
激
変
緩
和
補

調 査

　
本
会
で
は
、県
内
の
中
小
企
業
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
や
原
材
料
高
な
ど
物
価
高

騰
に
関
す
る
影
響
及
び
抱
え
る
課
題
等
を
把
握
す
る
た
め
、５
月
１
日
を
調
査
時
点
と

し
て
、県
下
４
０
０
事
業
所
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
た
。回
答
数
は
２
３
８
事
業
所
、

回
答
率
は
59
·５
％
で
あ
っ
た
。調
査
結
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

令
和
６
年
度「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
高
影
響
調
査
」結
果
概
要

影
響
が
出
て
い
る
事
業
所
は
８
割
強
、

　
価
格
転
嫁
率
４
割
未
満
の
企
業
が
６
割
を
占
め
る

助
金
の
拡
充
」38
·７
％
、「
設
備
導
入
補
助

金
」32
·４
％
、「
金
融
支
援（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融

資
等
）」25
·２
％
と
な
っ
た
。（
図
５
）

　
「
給
付
金
、税
の
減
免
な
ど
直
接
的
な
対

策
の
拡
充
」「
既
存
補
助
金
要
件
の
緩
和
」、

「
急
激
な
円
安
へ
の
対
策
」「
Ｇ
Ｏ 
Ｔ
Ｏ
ト

ラ
ベ
ル
の
様
な
人
や
お
金
が
動
く
政
策
」

な
ど
の
意
見
・
要
望
が
あ
っ
た
。
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回
答
企
業
の
業
種
は
、「
建
設
業
」が
15
·

１
％
、「
製
造
業（
食
品
関
連
」５
·９
％
、

「
製
造
業（
印
刷
関
連
）」２
·１
％
、「
製
造

業（
金
属
関
連
）」８
·６
％
、「
製
造
業（
鉄

工
関
連
）」４
·６
％
、「
製
造
業（
そ
の
他
）」

16
·８
％
、「
卸
売
業
」13
．４
％
、「
小
売
業
」

８
·８
％
、「
サ
ー
ビ
ス
業
」14
·３
％
、「
運

送
業
」７
·６
％
、「
そ
の
他
」２
·５
％
と
な

っ
た
。（
図
１
）

　
「
大
き
く
影
響
が
出
て
い
る
」と
回
答
し

た
事
業
所
が
15
·１
％
、「
影
響
が
出
て
い

る
」と
回
答
し
た
事
業
所
は
68
·５
％
と
な

り
、８
割
以
上
が
影
響
あ
る
と
回
答
し
た
。

ま
た
、「
影
響
は
出
て
い
な
い
」は
５
·５
％

で
あ
っ
た
。（
図
２
）

　

業
種
別
に
見
る
と
、す
べ
て
の
業
種
で

影
響
が
見
ら
れ
、特
に「
運
輸
業
」で
は
33
·

３
％
、「
製
造
業（
食
品
関
連
）」で
は
21
·４

％
が「
大
き
く
影
響
が
出
て
い
る
」と
回
答

し
て
い
る
。非
製
造
業
で
あ
る「
卸
売
業
」

「
小
売
業
」「
サ
ー
ビ
ス
業
」に
お
い
て
は
、

「
影
響
は
出
て
い
な
い
」（
卸
売
業
９
·４
％
、

小
売
業
14
·３
％
、サ
ー
ビ
ス
業
14
·７
％
）、

「
影
響
が
出
て
い
た
が
、回
復
傾
向
に
あ

る
」（
卸
売
業
３
·１
％
、小
売
業
４
·８
％
）

と
の
回
答
も
あ
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材

料
高
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
そ
の
度
合

い
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。

　
「
仕
入
価
格
の
高
騰
」と
回
答
し
た
事
業

所
が
64
·３
％
と
最
も
多
く
、次
い
で
、「
価

格
転
嫁
が
困
難
」「
製
造
コ
ス
ト
の
高
騰
」

が
42
·０
％
、「
輸
送
コ
ス
ト
の
高
騰
」が
34

·５
％
と
な
っ
た
。

　
「
経
費
削
減
・
業
務
効
率
化
等
自
助
努
力
」

と
回
答
し
た
事
業
所
が
56
·３
％
と
最
も

多
く
、次
い
で
、「
価
格
転
嫁
」53
·８
％
、「
省

エ
ネ
・
燃
料
効
率
化
へ
の
取
り
組
み
」20
·

６
％
、「
仕
入
先
変
更
や
安
価
な
材
料
に
変

更
」が
18
·９
％
と
続
い
て
い
る
。

　

販
売
価
格
の
転
嫁
状
況
に
つ
い
て
み
る

と
、「
一
部
転
嫁
で
き
て
い
る
」と
回
答
し

た
事
業
所
が
78
·４
％
と
最
も
多
く
、次
い

で
、「
全
て
転
嫁
で
き
て
い
る
」が
11
·９
％

と
な
っ
た
。「
全
く
転
嫁
で
き
て
い
な
い
」

と
回
答
し
た
事
業
所
は
９
·７
％
と
な
っ
た
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、す
べ
て
の
業
種
で

価
格
転
嫁
に
取
り
組
ん
で
お
り
、特
に
非

製
造
業
で
あ
る「
卸
売
業
」「
小
売
業
」「
サ

ー
ビ
ス
業
」に
お
い
て
は
、「
全
て
転
嫁
で

き
て
い
る
」と
回
答
し
た
割
合
が
多
く
な

っ
て
い
る
。一
方
で
、「
製
造
業（
食
品
関

連
）」で
は
21
·４
％
が「
全
く
転
嫁
で
き
て

い
な
い
」と
回
答
、「
卸
売
業
」「
サ
ー
ビ
ス

業
」に
お
い
て
も「
全
く
転
嫁
で
き
て
い
な

い
」と
の
回
答
も
あ
り
、価
格
転
嫁
が
で
き

て
い
る
事
業
所
と
で
き
て
い
な
い
事
業
所

の
存
在
が
う
か
が
え
る
。（
図
３
）

　
「
20
％
未
満
」と
回
答
し
た
事
業
所
が
45

·４
％
と
最
も
多
く
、次
い
で
、「
20
％
以
上

40
％
未
満
」18
·４
％
、「
40
％
以
上
60
％
未

満
」15
·７
％
、「
60
％
以
上
80
％
未
満
」14
·

６
％
、「
80
％
以
上
１
０
０
％
未
満
」５
·９

％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。一
部
転
嫁
で
き

て
い
て
も
、４
割
未
満
し
か
価
格
転
嫁
で

き
て
い
な
い
事
業
所
が
６
割
以
上
と
な
っ

て
お
り
、厳
し
い
取
引
環
境
が
続
い
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。（
図
４
）

　

業
種
別
に
み
る
と
、ほ
ぼ
す
べ
て
の
業

種
で
価
格
転
嫁
割
合
が
低
く
な
っ
て
お

り
、特
に「
運
輸
業
」「
建
設
業
」「
製
造
業

（
鉄
工
関
連
）」に
お
い
て
は
、「
20
％
未

満
」と
回
答
し
た
割
合
が
多
く
な
っ
て
い

る
。一
方
で
、非
製
造
業
で
あ
る「
小
売
業
」

で
は
47
·１
％
が「
40
％
〜
60
％
未
満
」と

回
答
し
、「
サ
ー
ビ
ス
業
」「
卸
売
業
」に
お

い
て
も「
60
％
〜
80
％
未
満
」と
の
回
答
も

あ
り
、一
部
転
嫁
が
で
き
て
い
る
事
業
者

が
見
受
け
ら
れ
た
も
の
の
、依
然
割
合
が

低
い
事
業
所
が
多
く
、十
分
に
価
格
転
嫁

が
進
ん
で
い
な
い
状
況
が
う
か
が
え
る
。

　
「
給
付
金
」と
回
答
し
た
事
業
所
が
42
·

０
％
と
最
も
多
く
、次
い
で
、「
税
の
減
免
・

猶
予
」39
·５
％
、「
燃
料
価
格
激
変
緩
和
補

助
金
の
拡
充
」38
·７
％
、「
設
備
導
入
補
助

金
」32
·４
％
、「
金
融
支
援（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融

資
等
）」25
·２
％
と
な
っ
た
。（
図
５
）

　
「
給
付
金
、税
の
減
免
な
ど
直
接
的
な
対

策
の
拡
充
」「
既
存
補
助
金
要
件
の
緩
和
」、

「
急
激
な
円
安
へ
の
対
策
」「
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ
ト

ラ
ベ
ル
の
様
な
人
や
お
金
が
動
く
政
策
」

な
ど
の
意
見
・
要
望
が
あ
っ
た
。
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令和6年8月1日 着 任 の ご 挨 拶

着
任
の
ご
挨
拶

財
務
省
中
国
財
務
局
鳥
取
財
務
事
務
所

　
　
　
　
所 

長
　
平
井
　
芳
一

　

令
和
６
年
７
月
１
日
付
で
中
国
財

務
局
鳥
取
財
務
事
務
所
長
と
し
て
着

任
し
ま
し
た
平
井
と
申
し
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
日
頃
か
ら
、
財
務
行
政
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
滋
賀
県
出
身
で
、
大
蔵
省
近

畿
財
務
局
に
採
用
後
、
途
中
十
年
間

を
金
融
庁
で
勤
務
し
ま
し
た
が
、
こ

の
６
月
ま
で
は
近
畿
財
務
局
で
勤
務

し
、
今
回
ご
縁
が
あ
り
ま
し
て
鳥
取

県
で
勤
務
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

鳥
取
県
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
砂
丘

や
大
山
な
ど
を
知
っ
て
い
る
程
度
で

し
た
が
、
今
回
の
異
動
の
際
に
知
人

か
ら
、
豊
か
な
自
然
、
歴
史
や
文
化

の
魅
力
の
ほ
か
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

と
ま
り
が
あ
っ
て
生
活
の
し
や
す
さ

な
ど
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る„
ま
ち
“と

聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
鳥
取
県
を

肌
で
感
じ
、
地
域
の
特
徴
や
良
さ
を

知
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

財
務
省
の
総
合
出
先
機
関
で
あ
る

財
務
局
で
は
、
地
域
の
行
政
機
関
と

し
て
地
域
に
根
差
し
、
地
域
の
方
々

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
課

題
解
決
を
支
援
す
る
な
ど
地
域
貢
献

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
幅
広
い
地
域
の
方
々
か
ら

地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り

把
握
す
る
こ
と
が
一
番
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
央
会
様
や
会
員
の
皆
様
、
地
方

公
共
団
体
、
地
域
金
融
機
関
の
方
々

と
、
様
々
な
機
会
で
お
話
を
お
伺
い

し
、
よ
り
一
層
の
連
携
を
深
め
、
地

域
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
中
央
会
様
、
会
員
の
皆

様
及
び
組
合
員
皆
様
の
益
々
の
ご
発

展
を
祈
念
し
、
着
任
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶

日
本
銀
行
鳥
取
事
務
所

　
　
　
　
所 

長
　
河
本
　
勝
也

　

こ
の
度
、
日
本
銀
行
鳥
取
事
務
所

長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
河
本
と
申

し
ま
す
。
鳥
取
県
で
勤
務
す
る
の
は

初
め
て
で
す
が
、
隣
県
の
兵
庫
県
で

生
ま
れ
育
ち
、
こ
れ
ま
で
小
学
校
の

修
学
旅
行
や
家
族
旅
行
な
ど
で
鳥
取

砂
丘
や
浦
富
海
岸
、
大
山
、
皆
生
温

泉
な
ど
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
当

地
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
い
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
銀
行
で
は
、
３
月
に

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
解
除
し
、
無

担
保
コ
ー
ル
レ
ー
ト（
オ
ー
バ
ー
ナ
イ

ト
物
）を
０
〜
0
．1
％
程
度
で
推
移

す
る
よ
う
促
す
こ
と
を
決
定
す
る
な

ど
金
融
政
策
の
枠
組
み
を
見
直
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
中
、
先
行
き
の
金

利
動
向
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
金

融
政
策
に
関
し
て
は
、
２
％
の
「
物

価
安
定
の
目
標
」
の
も
と
で
、
そ
の

持
続
的
・
安
定
的
な
実
現
と
い
う
観

点
か
ら
、
経
済
・
物
価
・
金
融
情
勢
に

応
じ
て
適
切
に
運
営
し
て
い
く
と
い

う
の
が
日
本
銀
行
の
基
本
的
な
考
え

で
す
。
こ
の
点
、
私
ど
も
で
は
、
従

来
か
ら
松
江
支
店
と
連
携
し
つ
つ
、

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
短
観

や
産
業
調
査
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に
よ
り

当
地
の
経
済
・
物
価
・
金
融
情
勢
の

把
握
に
努
め
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

私
の
着
任
後
、
７
月
３
日
に
20
年

振
り
に
改
刷
が
行
わ
れ
、
新
し
い
銀

行
券
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
既
に
手

に
取
っ
て
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
世
界
初
と
な
る

３
Ｄ
ホ
ロ
グ
ラ
ム
の
搭
載
な
ど
世
界

に
誇
れ
る
紙
幣
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
会
員
の
皆
様
と
の
対
話

を
踏
ま
え
つ
つ
、
金
融
政
策
の
適
切

な
運
営
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
新
し
い
銀
行
券
と
も
ど

も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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令和6年8月1日 特 別 寄 稿

　

我
々
は
こ
こ
数
年
の
間
で
気
候
温
暖

化
に
よ
る
異
常
気
象
や
大
規
模
な
自
然

災
害
の
増
加
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
的

供
給
に
対
す
る
重
要
性
か
ら
脱
炭
素
社

会
（
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た

社
会
）
へ
の
配
慮
、
と
り
わ
け
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
組
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は
、
２

０
２
０
年
１
０
月
に
政
府
は
「
２
０
５

０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
」
こ
と

を
宣
言
、Ｃ
Ｏ
２
を
は
じ
め
と
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
「
排
出
量
」
か
ら
、
植
林
、

森
林
管
理
等
に
よ
る
「
吸
収
量
」
を
差

し
引
い
て
、
合
計
を
実
質
的
に
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。（
環
境

省
「
中
小
規
模
事
業
者
向
け
の
脱
炭
素

経
営
導
入
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
引
用
）

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
組
の

中
で
の
脱
炭
素
経
営
と
は
、「
気
候
変
動

対
策
（
≒
脱
炭
素
）
の
視
点
を
織
り
込

ん
だ
企
業
経
営
」
の
こ
と
で
、
経
営
リ

ス
ク
低
減
や
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
、
経
営

上
の
重
要
課
題
と
し
て
全
社
を
挙
げ
て

取
り
組
む
も
の
で
す
。
中
小
企
業
に
と

っ
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
た
取
組
は
、
多
く
の
投
資
が
必
要
で

あ
り
、
資
金
が
必
要
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
対
策
へ
の
対
応
や
、
世
界
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
の
高
騰
に
よ

り
、
中
小
企
業
者
の
経
営
は
逼
迫
し
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
脱
炭
素
経

営
へ
の
取
組
は
厳
し
い
事
業
環
境
を
乗

り
越
え
る
糸
口
と
な
り
得
る
で
し
ょ
う
。

（
環
境
省「
中
小
規
模
事
業
者
向
け
の
脱

炭
素
経
営
導
入
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
引
用
）

　

脱
炭
素
経
営
に
向
け
た
動
向
は
大
き

く
二
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
対
策
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
ず
は
自
社
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
を
把
握
し
、
省
エ
ネ
診
断
を
実
施
す

る
こ
と
で
す
。
省
エ
ネ
診
断
に
基
づ
く

運
用
改
善
及
び
設
備
更
新
の
促
進
に
よ

り
省
エ
ネ
対
策
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
設
備
更
新
の
促
進
で
は
省
エ
ネ
補

助
金
の
活
用
が
有
効
的
で
あ
り
、
近
年

は
国
の
補
助
金
に
加
え
地
方
自
治
体
の

省
エ
ネ
補
助
金
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、 

Ｇ
Ｘ （
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
取
組
に
向
け
た

国
の
補
助
金
・
税
制
優
遇
な
ど
の
支
援

メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
動
向
と
し
て
は
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
脱
炭
素
化
に
向

け
た
取
組
で
す
。
取
引
先
か
ら
排
出
量

計
測
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の

協
力
を
要
請
さ
れ
た
中
小
企
業
の
割
合

が
２
０
２
０
年
か
ら
倍
増
（
15
．４
％
、

55
万
社
程
度
）
す
る
な
ど
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
波
が
徐
々
に

顕
在
化（「
令
和
６
年
５
月
13
日
我
が
国

の
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
の
加
速
に
向
け
て
」
引
用
）
し
て
お

り
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
排
出

量
の
現
状
把
握
の
有
無
や
排
出
量
の
削

減
計
画
を
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
動
向
は
今
後

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
内
で
の
取
引
に

影
響
す
る
懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
必

然
的
に
脱
炭
素
経
営
に
取
組
む
企
業
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
動
向
の
な
か
、
中
小
企
業

が
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
た
方
が
良
い

か
に
つ
い
て
次
月
号
で
触
れ
て
い
き
ま

す
。

「
中
小
企
業
が
取
り
組
む
脱
炭
素
経
営
に
つい
て
」

　
　
　
　

 

第
１
回
「
脱
炭
素
経
営
の
最
新
動
向
」

一
般
社
団
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会

　
　
　
　
　
代
表
理
事
　
高
田
敏
春
氏

鳥取県では、中小企業の脱炭素経営に向けた第一歩として重要な「省エネ
診断」の普及・促進に取り組んでいます。「省エネに取り組みたいけど、何か
ら手を付けたら良いか分からない・・・」という方は、まずは省エネ診断を!

まずは省エネ診断
■省エネ診断の普及
　国の中小企業向け省エネ診断支援制度「省エネお助け隊」や「省エネクイック診断」について、専門支援機関や県内金融
機関と連携して県内での普及促進に取り組んでいます。国の支援により、安価（5,500円～）に受診することができます。
■県内人材の育成
　県内の中小企業が省エネ診断を受診しやすい環境を構築するため、県内で活動する省エネ診断員の育成に取り組んでい
ます。育成した診断員の実践訓練を兼ねて、無料の簡易省エネ診断を行うトライアル派遣事業も予定しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （令和６年度は10月頃に実施予定）

鳥取県 生活環境部 脱炭素社会推進課　電話0857-26-7879　ﾌｧｸｼﾐﾘ0857-26-8194
まずは! 省エネ診断のススメ　https://www.pref.tottori.lg.jp/297137.htm　

お気軽に御相談ください。
問合せ先

検 索鳥取県　省エネ診断



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   680-0921 37-4 

TEL : 0857-21-0189  Mail : tjng_kyomu@to ori-gakuen.jp 
   

  
 

 

STEP1 

1 年 間の短期集中プログラム

 
( )  

 

   
 

STEP3 

 

STEP2 

1クラス20名以下の少人数指導

ビジネスマナーやビジネス会話習得
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令和6年8月1日 組合Ｑ＆Ａ

組合
Q&A

Q

　組合員は、その年度の90日前までに予告することにより、組合を脱退することができますが、
脱退の時期は事業年度末とされています(中小企業等協同組合法第18条)。このように脱退の
時期を事業年度末に限定したのは、脱退による持分の払戻しにより組合事業計画が遂行できなく
なることを防止する等の主旨からですが、いずれにしても、廃業等による組合員資格の喪失(法定
脱退)でない限り、事業年度末までは他の組合員と同様に組合員としての権利・義務を有してい
るわけですから、仮に共同事業を利用しなかったとしても、年度中に賦課される経費を免れること
はできません。したがって、組合は残りの経費を請求すべきです。請求しても、なお組合員が経費
を支払わなかった場合は、組合は脱退に際しての持分の払戻しを、経費の支払いが完了するまで
停止することができる(中小企業等協同組合法第22条)ほか、更に民法第505条の規定により、
払戻すべき持分と未収の経費を相殺することも可能です。また、事業年度末に脱退した組合員に
対する配当については、その源泉である剰余金は、その組合員の脱退した日が属する事業年度に
おいて生じたものですので配当することは可能であると考えます。

A

脱退予告をした組合員への
経費の賦課と配当について

　ある組合員から、事業年度の途中で文書により脱退したい旨の通知がありまし
た。その後、その組合員は組合の共同事業を利用しなくなったのですが、本年度
の残りの経費(賦課金)の請求をしてもよいのでしょうか。また今年度は、かなりの
利益計上が予想される状況にありますが、来年度の通常総会において、配当する
旨の決議がなされた場合は、その組合員にも配当できるのでしょうか。
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令和6年8月1日

新年度
スタート

「英知・友愛・団結」
鳥取県中小企業青年中央会

「
承
前
啓
後
」

鳥
取
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会　

会
長　

足　
立　
　
　
駿

鳥取県中小企業青年中央会は、次代の中小企業を担う青年をもって組織し、鳥取県並びに東部、中部、西部の3地区で、
中小企業の振興発展に寄与することを目的として綱領「英知・友愛・団結」のもと活動しています。

令和6年度の各会長のテーマ並びに基本方針（抜粋）を紹介します。

― 

創
造
へ
の
挑
戦
、高
み
を
目
指
す 

極
限
突
破

「 

風 

」

鳥
取
県
中
部
中
小
企
業
青
年
中
央
会　

会
長　

古　
川　
大　
智

― 

心
に
翼
を
、背
中
に
絆
を

「
精
神
溌
剌
」

鳥
取
県
西
部
中
小
企
業
青
年
中
央
会　

会
長　

永　
井　
拓　
未

　
鳥
取
県
西
部
青
年

中
央
会
が
創
立
50
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
50
年
の
歩
み
は
、数
多
く
の
課
題
や
問
題

に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、夢
と
情
熱
を
燃
や

し
続
け
て
き
た
柱
の
上
に
現
在
の
中
央
会

は
在
り
ま
す
。

　
「
中
央
会
は
野
武
士
た
れ
」。先
輩
方
か
ら

受
け
継
い
だ
こ
の
言
葉
に
は
、ど
ん
な
困
難

に
も
屈
し
な
い
不
屈
の
精
神
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。挑
戦
す
る
こ
と
、そ
し
て
逆
境
こ

そ
が
、真
の
力
を
発
揮
す
る
時
で
あ
る
こ
と

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
第
50
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
清
新
溌

溂
」は
、ま
さ
に
こ
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、未

来
へ
向
け
て
力
強
く
踏
み
出
す
決
意
で
す
。

常
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
、活
力
に
満
ち

溢
れ
た
行
動
こ
そ
が
、真
の
成
長
を
促
進
す

る
原
動
力
と
な
り
ま
す
。50
周
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
た
今
こ
そ
、初
心
に
返
り
、こ
の

「
清
新
溌
溂
」の
精
神
を
胸
に
、更
な
る
飛
躍

を
目
指
し
ま
す
。

　
活
動
テ
ー
マ
は「
明
る
く 

元
気
に 

前
向

き
に
」と
し
ま
し
た
。

問
題
に
直
面
し
た
時
に
、不
平
不
満
を
言
っ

た
り
暗
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
簡
単
で
す
。

け
れ
ど
も
物
事
を
明
る
く
前
向
き
に
と
ら

え
、我
々
の
武
器
で
あ
る
若
さ
と
情
熱
で
ど

ん
ど
ん
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
1

年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
前
進
す
れ
ば
逆
風
も
吹
い
て
き
ま
す
。し

か
し
前
進
す
る
も
の
に
し
か
次
代
は
作
れ

ま
せ
ん
。「
明
る
く
、元
気
に
、前
向
き
に
」の

合
言
葉
で
楽
し
く
活
動
し
ま
す

― 

明
る
く 

元
気
に 

前
向
き
に

「C
o
lo
rs

」

鳥
取
県
東
部
中
小
企
業
青
年
中
央
会　

会
長　

藤　
原　
正　
実

　
「
後
継
者
育
成
」と

「
中
小
企
業
の
発
展
」

を
目
的
に
、鳥
取
県
東
部
中
小
企
業
青
年

中
央
会
が
誕
生
し
て
以
来「
英
知
、友
愛
、

団
結
」の
綱
領
の
も
と
、今
年
で
50
周
年
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
皆
様
の
ご
理
解
と
、鳥
取
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
様
の
ご
支
援
の
お
か

げ
で
あ
る
と
、心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
今
期
は
、多
様
な
個
性
を
多
彩
な
色
に

な
ぞ
ら
え
、年
度
テ
ー
マ
を「Colors

」と

し
、会
員
一
人
一
人
の
〝
個
性
〞
を
磨
く

活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。会
員
一
人
一

が
〝
対
話
〞
を
通
し
て
個
性
を
磨
き
、新

た
な
時
代
を
切
り
拓
く
力
を
養
う
。そ
の

様
な
年
度
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
様
々

な
企
画
を
予
定
し
て
お
り
、そ
れ
ら
を
通

し
て
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

青
年
中
央
会
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
50
周
年
を
期
に
、私
た
ち
が
目

指
す
姿
と
し
て「T.S.C Vision

」と
、そ

の
行
動
指
針
で
あ
る「Blue Action

」を

掲
げ
ま
し
た
。新
た
な
活
動
方
針
を
胸
に
、

皆
様
の
期
待
に
一
層
応
え
る
べ
く
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、何
卒
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
当
会
は
、今
期
で
創

立
50
周
年
を
迎
え
ま

す
。組
織
と
し
て
50
年

と
い
う
月
日
を
歩
ん
で
き
た
の
は
、会
の
目
標

や
方
向
性
を
明
確
に
し
、強
烈
な
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
も
っ
て
変
化
す
る
時
代
に
対
応
し
て
き

た
か
ら
だ
と
考
え
ま
す
。

　

50
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
諸
先
輩
方
の

栄
光
あ
る
功
績
に
深
く
感
謝
し
、敬
意
を
捧
げ

る
と
と
も
に
そ
の
意
思
を
受
け
継
ぎ
、さ
ら
な

る
成
長
と
発
展
を
目
指
す
た
め
、今
期
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を「
承
前
啓
後
」（
し
ょ
う
ぜ
ん
け
い
ご
）

と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
50
年
と
い
う
歩
み
は
先
人
た
ち
の
努
力

と
犠
牲
に
よ
っ
て
築
か
れ
、困
難
な
状
況
や
挫

折
に
直
面
し
な
が
ら
も
信
念
を
持
ち
、情
熱
と

忍
耐
力
を
原
動
力
と
し
築
き
あ
げ
ら
れ
た
も

の
だ
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。先
人
た
ち
の
築

き
上
げ
た
基
盤
の
上
に
立
ち
、新
た
な一
歩
を

踏
み
出
し
未
来
へ
の
希
望
と
成
長
を
追
求
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。ま
た
会
員一人一人
が

新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
解
決
策
を
生
み
出
す
こ

と
に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
や
勇
気
を
持
ち
、

独
自
の
視
点
や
ア
プ
ロ
ー
チ
を
持
っ
て
新
し
い

も
の
を
作
り
出
す
事
に「
挑
戦
」を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。さ
ら
に
自
分
自
身
に
制

限
を
課
す
こ
と
な
く
高
み
を
目
指
す
た
め
限

界
の
も
う一つ
上
、「
極
限
」を
突
破
し
最
高
の
目

標
や
理
想
に
向
か
っ
て
進
ん
で
ほ
し
い
と
い
う

思
い
か
ら
活
動
テ
ー
マ
を「
創
造
へ
の
挑
戦
、高

み
を
目
指
す
極
限
突
破
」と
し
ま
し
た
。

　

50
年
と
い
う
節
目
に
当
会
の
活
動
指
針
で

あ
る「
英
知・友
愛・団
結
」の
綱
領
を
再
認
識
し
、

こ
の一年
を
全
力
で
活
動
し
て
い
く
所
存
で
す
。

ど
う
ぞ一年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、50
年
目

の
中
部
青
年
中
央

会
の
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、現
会
員
の
協
力

を
は
じ
め
、歴
代
の
諸
先
輩
方
が
築
き
上

げ
ら
れ
た
歴
史
の
結
果
で
あ
る
こ
と
に
深

く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、半
世
紀
と
い
う

長
い
歴
史
を
築
い
た
当
会
の
一
員
と
し
て

名
誉
に
感
じ
ま
す
。

　
50
年
と
い
う
歴
史
の
中
で
様
々
な
変
化

が
起
こ
り
、先
人
た
ち
や
我
々
は
そ
の
変

化
に
対
し
会
員
同
士
で
切
磋
琢
磨
し
、成

功
と
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
挑
戦
を
続

け
て
き
た
こ
と
で
翼
は
大
き
く
な
り
、そ

の
過
程
で
様
々
な
絆
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

今
期
の
テ
ー
マ
で
あ
る『
風
〜
心
に
翼
を
、

背
中
に
絆
を
〜
』の
も
と
、翼
を
心
の
中
で

大
き
く
し
絆
を
背
中
で
感
じ
な
が
ら
、追

い
風
で
前
に
進
み
、向
か
い
風
で
高
く
舞

う
よ
う
に
１
年
間
こ
の
地
域
で「
風
」を
感

じ
ら
れ
る
活
動
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

50
年
と
い
う
記
念
の
年
に
、願
わ
く
は
こ

の
地
に
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
、１
年
後
に

爽
や
か
な
初
夏
の
風
を
皆
様
と
感
じ
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
継
続
し
積
み
上
げ
て
き
た
物
を
大
切
に

し
、か
つ
、さ
ら
に
50
年
後
も
当
会
が
継
続

で
き
る
よ
う
会
員
一
同
結
束
し
て
１
年
間

全
力
で
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

― 

個
性
を
磨
け
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令和6年8月1日 鳥取県の中小企業景況

製
造
業

【
金
属
製
品
】

　
建
築
関
係
は
、
６
月
は
受
注
量
の
増
加
に

よ
り
売
上
高
は
前
月
比
、
前
年
同
月
比
で
増

加
し
た
。
県
内
物
件
は
中
西
部
で
は
受
注
を

確
保
で
き
て
い
る
会
社
が
あ
る
も
の
の
、
東

部
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
機
械
加
工
は
、

自
動
車
関
連
に
受
注
の
動
き
が
見
ら
れ
た
も

の
の
、
短
納
期
対
応
は
ひ
と
段
落
と
な
っ
た
。

工
作
機
械
関
連
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
。

【
鉄
骨
加
工
】

　
物
件
の
量
が
少
な
く
安
値
で
の
受
注
と
な

り
、
結
果
と
し
て
加
工
業
者
側
が
負
担
す
る

な
ど
、
利
益
圧
縮
と
な
り
厳
し
い
状
況
。

【
金
属
熱
処
理
】

　
受
注
量
は
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に

減
少
し
た
。
全
国
的
に
金
属
製
造
業
の
中
小

企
業
は
自
動
車
生
産
の
低
迷
を
反
映
し
て
低

調
と
な
っ
て
い
る
。
他
地
域
の
同
業
者
も
低

迷
し
て
お
り
、
景
気
回
復
の
見
通
し
は
立
っ

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

【
電
気
機
械
器
具
】

　
材
料
の
供
給
は
安
定
し
て
い
る
も
の
の
、

増
産
の
傾
向
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
依
然
と
し

て
先
行
き
は
不
透
明
な
ま
ま
で
あ
る
。

【
卸
売
業
】

　
青
果
関
係
で
は
、
取
扱
数
量
は
前
月
比
、

前
年
同
月
比
と
も
増
加
と
な
っ
た
。
売
上
高

は
単
価
の
低
下
に
よ
り
前
月
比
で
減
少
と
な

っ
た
が
、
前
年
同
月
比
で
は
増
加
し
た
。
鮮

魚
関
係
で
は
、
取
扱
数
量
は
前
月
比
、
前
年

同
月
比
と
も
に
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
売

上
高
は
単
価
上
昇
が
あ
っ
た
も
の
の
前
月
比
、

前
年
同
月
比
と
も
に
減
少
と
な
っ
た
。
取
扱

数
量
も
減
少
が
続
い
て
お
り
、
水
産
業
は
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
資
材
等
の
高
騰

に
よ
り
月
を
追
う
ご
と
に
値
上
げ
が
続
い
て

い
る
。
仕
入
配
送
に
関
わ
る
コ
ス
ト
増
の
影

響
、
配
送
の
減
便
と
そ
れ
に
伴
う
ト
ラ
ッ
ク

の
大
型
化
等
が
散
見
さ
れ
、
影
響
の
増
大
が

懸
念
さ
れ
る
。
６
月
の
巻
き
網
は
缶
詰
、
輸

出
用
の
サ
バ
、
ウ
ル
メ
の
混
獲
漁
が
続
き
、

昨
年
を
上
回
る
水
揚
げ
と
な
っ
た
が
、
本
来

こ
の
時
期
に
獲
れ
る
ア
ジ
、
ブ
リ
類
が
少
量

で
あ
り
若
干
物
足
り
な
い
月
と
な
っ
た
。
例

年
よ
り
早
く
始
ま
っ
た
本
マ
グ
ロ
漁
も
順
調

に
漁
獲
さ
れ
、
塩
釜
等
他
地
域
の
も
の
に
比

べ
脂
乗
り
も
良
く
、
焼
け
身
も
少
な
く
高
評

価
を
得
て
全
国
へ
流
通
し
た
。
漁
期
の
最
終

月
を
迎
え
た
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
は
終
了
時
の
思

惑
買
い
も
あ
り
浜
値
が
乱
高
下
す
る
月
と
な

っ
た
。

【
小
売
業
・
商
店
街
】

　
鳥
取
市
の
商
店
街
で
は
、
６
月
は
パ
レ
ッ

ト
と
っ
と
り
内
に
あ
る
市
民
交
流
ホ
ー
ル
に

て
、
民
間
利
用
の
展
示
会
・
販
売
会
等
が
複

数
件
開
催
さ
れ
、
夕
方
以
降
の
飲
食
店
の
利

用
客
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
来
街
者
数
は
増

加
し
て
い
る
。
個
店
の
状
況
と
し
て
は
、
仕

入
れ
価
格
の
高
騰
が
止
ま
ら
ず
、
売
上
は
昨

年
に
対
し
増
加
し
て
い
る
店
舗
も
あ
る
も
の

の
収
益
状
況
は
苦
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

宿
泊
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
あ
り
好
調
を
維
持

し
て
い
る
。
人
材
不
足
を
は
じ
め
、
事
業
承

継
が
進
ま
ず
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

倉
吉
市
の
商
店
街
で
は
、
少
し
ず
つ
人
流
が

戻
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
売
上
高
を
含
め
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
状
況
ま
で
回
復
に
至
っ
て
い

な
い
。
７
月
に
は
土
曜
夜
市
を
計
画
し
て
い

る
。
米
子
市
の
商
店
街
で
は
元
町
パ
テ
ィ
オ

広
場
は
工
事
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
で

き
て
い
な
い
が
、
韓
国
便
の
就
航
に
よ
り
商

店
街
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
来
街
者
が

増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　
境
港
市
の
水
産
物
小
売
で
は
、
６
月
は
境

港
で
「
ま
ぐ
ろ
感
謝
祭
」
を
開
催
し
賑
わ
い

を
見
せ
た
も
の
の
、
そ
の
他
に
イ
ベ
ン
ト
や

連
休
も
な
く
来
場
者
は
若
干
低
下
し
た
。

【
旅
館
・
観
光
】

　
鳥
取
市
の
鳥
取
砂
丘
で
は
、
例
年
よ
り
気

温
が
高
く
観
光
客
の
入
込
数
は
減
少
傾
向
で

推
移
し
た
。
下
旬
以
降
も
悪
天
候
で
観
光
客

の
入
込
数
は
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
。
米
子
市

の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
は
、
６
月
の
予
約
は
低

調
で
推
移
し
、
宿
泊
者
数
は
前
年
を
下
回
り
、

売
上
高
は
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
減

少
し
た
。
三
朝
温
泉
で
は
、
大
型
連
休
後
か

ら
動
き
が
鈍
く
、
旅
行
支
援
の
あ
っ
た
昨
年

と
比
較
す
る
と
売
上
高
は
減
少
、
収
益
状
況

は
悪
化
し
た
。「
ホ
タ
ル
祭
り
」
を
開
催
し

た
こ
と
で
来
訪
者
に
動
き
は
あ
っ
た
も
の
の
、

宿
泊
者
数
の
増
加
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

羽
合
温
泉
で
は
、
前
年
は
旅
行
支
援
の
追
い

込
み
の
影
響
も
あ
り
宿
泊
の
後
押
し
が
あ
っ

た
が
、
今
年
は
支
援
策
等
が
な
か
っ
た
う
え
、

東
郷
温
泉
の
２
施
設
が
休
館
し
た
た
め
宿
泊

が
伸
び
悩
ん
だ
。

【
自
動
車
整
備
業
】

　
新
車
の
販
売
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
２
，０
２
３
台
で
前
月
比
は
普
通
車

約
24
％
、
軽
自
動
車
約
18
％
の
増
加
、
前
年

同
月
比
は
普
通
車
約
12
％
、
軽
自
動
車
約
９

％
の
減
少
で
、
中
古
車
は
普
通
車
・
軽
自
動

車
を
合
わ
せ
て
６
８
８
台
で
前
月
比
約
５
％

増
加
、
前
年
同
月
比
約
６
％
の
減
少
と
な
っ

た
。継
続
検
査（
軽
自
動
車
を
含
む
）は
１
４
，

５
３
０
台
で
前
月
比
約
４
％
、
前
年
同
月
比

約
11
％
の
減
少
と
な
っ
た
。

【
建
設
業
】

　
５
月
の
県
内
公
共
工
事
発
注
（
西
日
本
建

設
業
保
証
㈱
保
証
取
扱
）
は
、
請
負
金
額
64

億
円
、
件
数
１
２
２
件
と
な
っ
た
。
年
度
累

計
は
請
負
金
額
２
０
３
億
円
、
件
数
３
４
４

件
と
な
っ
た
。
公
共
投
資
は
２
か
月
連
続
の

前
年
同
月
比
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。
設
備
投
資

は
単
月
で
前
年
同
月
比
プ
ラ
ス
、
３
か
月
平

均
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
住
宅
投
資
は
貸

家
系
で
プ
ラ
ス
と
な
る
も
、
持
ち
家
系
を
中

心
に
な
お
弱
い
動
き
。

【
運
輸
業
】

　
６
月
の
物
流
は
、
売
上
高
は
前
月
比
、
前

年
同
月
比
と
も
に
減
少
し
て
お
り
非
常
に
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
２
０
２
４
年
問

題
へ
の
対
応
に
伴
う
業
務
見
直
し
や
運
行
形

態
の
変
更
の
影
響
に
よ
る
車
両
不
足
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
６
月
の
燃
料
価
格
に

つ
い
て
は
、
１
Ｌ
あ
た
り
０
．９
円
〜
１
．１

円
上
昇
し
た
。
配
車
事
業
、
燃
料
事
業
、
高

速
事
業
に
つ
い
て
売
上
高
は
前
年
同
月
比
横

ば
い
で
推
移
し
た
。

（
情
報
連
絡
員　
38
名
）

【
食
料
品
】

　
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
加

え
、
人
件
費
の
上
昇
も
負
担
と
な
り
収
益
は

悪
化
傾
向
に
あ
る
。
味
噌
・
醤
油
業
界
全
体

と
し
て
は
受
注
量
の
減
少
を
価
格
転
嫁
に
よ

る
小
売
価
格
の
上
昇
分
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

【
繊
維
・
同
製
品
】

　
供
給
過
多
の
状
況
が
続
い
て
お
り
、
値
崩

れ
を
起
こ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
秋
ご
ろ

ま
で
こ
の
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

円
安
の
状
況
が
安
値
安
定
で
推
移
、
さ
ら
な

る
円
安
へ
と
向
か
い
、
衣
料
品
輸
入
関
連
企

業
は
収
益
悪
化
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

【
家
具
装
備
品
】

　
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
よ
り
運
送
コ
ス
ト

を
は
じ
め
と
す
る
経
費
負
担
の
増
加
が
続
い

て
お
り
業
況
は
厳
し
い
。

【
木
材
・
木
製
品
】

　
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
は
前
月
比
で
増
加
、

前
年
同
月
比
で
減
少
と
な
っ
た
。
製
材
品
お

よ
び
合
板
の
生
産
量
は
前
月
比
で
微
減
、
前

年
同
月
比
は
同
水
準
で
推
移
し
た
。
プ
レ
カ

ッ
ト
加
工
の
稼
働
率
は
、
前
月
比
25
％
増
加
、

前
年
同
月
比
は
15
％
増
加
で
推
移
し
た
。

【
紙
・
加
工
品
】

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
原
材
料
高
等
諸
経
費

の
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。
売
上
高
は
前

月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
減
少
、
収
益
状

況
も
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
悪
化
と

な
り
、
引
き
続
き
業
況
は
厳
し
い
。

【
印　
刷
】

　
鳥
取
県
の
印
刷
業
界
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

進
展
と
市
場
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る

た
め
、
新
技
術
の
導
入
と
効
率
化
が
進
ん
で

い
る
も
の
の
、
原
材
料
高
の
高
騰
な
ど
コ
ス

ト
上
昇
が
継
続
し
て
お
り
、
中
で
も
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
初
期
投
資
が

財
務
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

【
窯
業
・
土
石
製
品
】

　
６
月
の
生
コ
ン
出
荷
量
は
、
前
月
比
で
約

６
％
増
加
、
前
年
同
月
比
で
同
水
準
と
な
っ

た
。
業
界
と
し
て
、
若
手
人
材
の
確
保
に
苦

慮
し
て
い
る
。

月6
仕入価格等高止まりにより生産、
消費ともに縮小傾向
人材確保難深刻化も、
時間外労働規制強いられるなど問題山積
～景況DI値は、前年同月比７.９ポイント上昇のマイナス２６.３～

＊DIとは景気の動きをとらえるための指標。「増加、上昇、好転」の割合から「減少、低下、悪化」の割合を差し引いた値。

　全業種景況DI値は、前月比５．２ポイント低下のマイナス２３.６、前年同月比７.９ポイント上昇のマイナス
２６.３となった。製造業では、依然として多くの業種で原材料等の高騰による収益の悪化が続いているうえ、
受注量及び販売数量の減少につながるため価格転嫁が困難な状況が続いており業況は厳しい。非製造業
では、大型連休の反動による人流の減少が見受けられたほか、旅行支援策の終了により観光関連を中心に
前年同月比の売上高は大きく減少した。県内景況は、全業種で原材料及び仕入価格等諸経費の高止まり
が継続しており、生産、消費ともに縮小傾向にあり厳しい状況が続いている。また、人材確保難が深刻化す
るなか、時間外労働規制による業務見直しを強いられるなど問題が山積しており、先行き不透明な状況が
続いている。

景気動向（前年同月比全業種DI） 売上高 収益状況 景況

R4/6 R5/6 R6/6
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非
製
造
業

【
金
属
製
品
】

　
建
築
関
係
は
、
６
月
は
受
注
量
の
増
加
に

よ
り
売
上
高
は
前
月
比
、
前
年
同
月
比
で
増

加
し
た
。
県
内
物
件
は
中
西
部
で
は
受
注
を

確
保
で
き
て
い
る
会
社
が
あ
る
も
の
の
、
東

部
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
機
械
加
工
は
、

自
動
車
関
連
に
受
注
の
動
き
が
見
ら
れ
た
も

の
の
、
短
納
期
対
応
は
ひ
と
段
落
と
な
っ
た
。

工
作
機
械
関
連
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
。

【
鉄
骨
加
工
】

　
物
件
の
量
が
少
な
く
安
値
で
の
受
注
と
な

り
、
結
果
と
し
て
加
工
業
者
側
が
負
担
す
る

な
ど
、
利
益
圧
縮
と
な
り
厳
し
い
状
況
。

【
金
属
熱
処
理
】

　
受
注
量
は
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に

減
少
し
た
。
全
国
的
に
金
属
製
造
業
の
中
小

企
業
は
自
動
車
生
産
の
低
迷
を
反
映
し
て
低

調
と
な
っ
て
い
る
。
他
地
域
の
同
業
者
も
低

迷
し
て
お
り
、
景
気
回
復
の
見
通
し
は
立
っ

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

【
電
気
機
械
器
具
】

　
材
料
の
供
給
は
安
定
し
て
い
る
も
の
の
、

増
産
の
傾
向
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
依
然
と
し

て
先
行
き
は
不
透
明
な
ま
ま
で
あ
る
。

【
卸
売
業
】

　
青
果
関
係
で
は
、
取
扱
数
量
は
前
月
比
、

前
年
同
月
比
と
も
増
加
と
な
っ
た
。
売
上
高

は
単
価
の
低
下
に
よ
り
前
月
比
で
減
少
と
な

っ
た
が
、
前
年
同
月
比
で
は
増
加
し
た
。
鮮

魚
関
係
で
は
、
取
扱
数
量
は
前
月
比
、
前
年

同
月
比
と
も
に
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
売

上
高
は
単
価
上
昇
が
あ
っ
た
も
の
の
前
月
比
、

前
年
同
月
比
と
も
に
減
少
と
な
っ
た
。
取
扱

数
量
も
減
少
が
続
い
て
お
り
、
水
産
業
は
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
資
材
等
の
高
騰

に
よ
り
月
を
追
う
ご
と
に
値
上
げ
が
続
い
て

い
る
。
仕
入
配
送
に
関
わ
る
コ
ス
ト
増
の
影

響
、
配
送
の
減
便
と
そ
れ
に
伴
う
ト
ラ
ッ
ク

の
大
型
化
等
が
散
見
さ
れ
、
影
響
の
増
大
が

懸
念
さ
れ
る
。
６
月
の
巻
き
網
は
缶
詰
、
輸

出
用
の
サ
バ
、
ウ
ル
メ
の
混
獲
漁
が
続
き
、

昨
年
を
上
回
る
水
揚
げ
と
な
っ
た
が
、
本
来

こ
の
時
期
に
獲
れ
る
ア
ジ
、
ブ
リ
類
が
少
量

で
あ
り
若
干
物
足
り
な
い
月
と
な
っ
た
。
例

年
よ
り
早
く
始
ま
っ
た
本
マ
グ
ロ
漁
も
順
調

に
漁
獲
さ
れ
、
塩
釜
等
他
地
域
の
も
の
に
比

べ
脂
乗
り
も
良
く
、
焼
け
身
も
少
な
く
高
評

価
を
得
て
全
国
へ
流
通
し
た
。
漁
期
の
最
終

月
を
迎
え
た
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
は
終
了
時
の
思

惑
買
い
も
あ
り
浜
値
が
乱
高
下
す
る
月
と
な

っ
た
。

【
小
売
業
・
商
店
街
】

　
鳥
取
市
の
商
店
街
で
は
、
６
月
は
パ
レ
ッ

ト
と
っ
と
り
内
に
あ
る
市
民
交
流
ホ
ー
ル
に

て
、
民
間
利
用
の
展
示
会
・
販
売
会
等
が
複

数
件
開
催
さ
れ
、
夕
方
以
降
の
飲
食
店
の
利

用
客
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
来
街
者
数
は
増

加
し
て
い
る
。
個
店
の
状
況
と
し
て
は
、
仕

入
れ
価
格
の
高
騰
が
止
ま
ら
ず
、
売
上
は
昨

年
に
対
し
増
加
し
て
い
る
店
舗
も
あ
る
も
の

の
収
益
状
況
は
苦
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

宿
泊
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
あ
り
好
調
を
維
持

し
て
い
る
。
人
材
不
足
を
は
じ
め
、
事
業
承

継
が
進
ま
ず
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

倉
吉
市
の
商
店
街
で
は
、
少
し
ず
つ
人
流
が

戻
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
売
上
高
を
含
め
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
状
況
ま
で
回
復
に
至
っ
て
い

な
い
。
７
月
に
は
土
曜
夜
市
を
計
画
し
て
い

る
。
米
子
市
の
商
店
街
で
は
元
町
パ
テ
ィ
オ

広
場
は
工
事
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
で

き
て
い
な
い
が
、
韓
国
便
の
就
航
に
よ
り
商

店
街
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
来
街
者
が

増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　
境
港
市
の
水
産
物
小
売
で
は
、
６
月
は
境

港
で
「
ま
ぐ
ろ
感
謝
祭
」
を
開
催
し
賑
わ
い

を
見
せ
た
も
の
の
、
そ
の
他
に
イ
ベ
ン
ト
や

連
休
も
な
く
来
場
者
は
若
干
低
下
し
た
。

【
旅
館
・
観
光
】

　
鳥
取
市
の
鳥
取
砂
丘
で
は
、
例
年
よ
り
気

温
が
高
く
観
光
客
の
入
込
数
は
減
少
傾
向
で

推
移
し
た
。
下
旬
以
降
も
悪
天
候
で
観
光
客

の
入
込
数
は
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
。
米
子
市

の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
は
、
６
月
の
予
約
は
低

調
で
推
移
し
、
宿
泊
者
数
は
前
年
を
下
回
り
、

売
上
高
は
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
減

少
し
た
。
三
朝
温
泉
で
は
、
大
型
連
休
後
か

ら
動
き
が
鈍
く
、
旅
行
支
援
の
あ
っ
た
昨
年

と
比
較
す
る
と
売
上
高
は
減
少
、
収
益
状
況

は
悪
化
し
た
。「
ホ
タ
ル
祭
り
」
を
開
催
し

た
こ
と
で
来
訪
者
に
動
き
は
あ
っ
た
も
の
の
、

宿
泊
者
数
の
増
加
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

羽
合
温
泉
で
は
、
前
年
は
旅
行
支
援
の
追
い

込
み
の
影
響
も
あ
り
宿
泊
の
後
押
し
が
あ
っ

た
が
、
今
年
は
支
援
策
等
が
な
か
っ
た
う
え
、

東
郷
温
泉
の
２
施
設
が
休
館
し
た
た
め
宿
泊

が
伸
び
悩
ん
だ
。

【
自
動
車
整
備
業
】

　
新
車
の
販
売
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
２
，０
２
３
台
で
前
月
比
は
普
通
車

約
24
％
、
軽
自
動
車
約
18
％
の
増
加
、
前
年

同
月
比
は
普
通
車
約
12
％
、
軽
自
動
車
約
９

％
の
減
少
で
、
中
古
車
は
普
通
車
・
軽
自
動

車
を
合
わ
せ
て
６
８
８
台
で
前
月
比
約
５
％

増
加
、
前
年
同
月
比
約
６
％
の
減
少
と
な
っ

た
。継
続
検
査（
軽
自
動
車
を
含
む
）は
１
４
，

５
３
０
台
で
前
月
比
約
４
％
、
前
年
同
月
比

約
11
％
の
減
少
と
な
っ
た
。

【
建
設
業
】

　
５
月
の
県
内
公
共
工
事
発
注
（
西
日
本
建

設
業
保
証
㈱
保
証
取
扱
）
は
、
請
負
金
額
64

億
円
、
件
数
１
２
２
件
と
な
っ
た
。
年
度
累

計
は
請
負
金
額
２
０
３
億
円
、
件
数
３
４
４

件
と
な
っ
た
。
公
共
投
資
は
２
か
月
連
続
の

前
年
同
月
比
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。
設
備
投
資

は
単
月
で
前
年
同
月
比
プ
ラ
ス
、
３
か
月
平

均
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
住
宅
投
資
は
貸

家
系
で
プ
ラ
ス
と
な
る
も
、
持
ち
家
系
を
中

心
に
な
お
弱
い
動
き
。

【
運
輸
業
】

　
６
月
の
物
流
は
、
売
上
高
は
前
月
比
、
前

年
同
月
比
と
も
に
減
少
し
て
お
り
非
常
に
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
２
０
２
４
年
問

題
へ
の
対
応
に
伴
う
業
務
見
直
し
や
運
行
形

態
の
変
更
の
影
響
に
よ
る
車
両
不
足
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
６
月
の
燃
料
価
格
に

つ
い
て
は
、
１
Ｌ
あ
た
り
０
．９
円
〜
１
．１

円
上
昇
し
た
。
配
車
事
業
、
燃
料
事
業
、
高

速
事
業
に
つ
い
て
売
上
高
は
前
年
同
月
比
横

ば
い
で
推
移
し
た
。

（
情
報
連
絡
員　
38
名
）

【
食
料
品
】

　
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
加

え
、
人
件
費
の
上
昇
も
負
担
と
な
り
収
益
は

悪
化
傾
向
に
あ
る
。
味
噌
・
醤
油
業
界
全
体

と
し
て
は
受
注
量
の
減
少
を
価
格
転
嫁
に
よ

る
小
売
価
格
の
上
昇
分
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

【
繊
維
・
同
製
品
】

　
供
給
過
多
の
状
況
が
続
い
て
お
り
、
値
崩

れ
を
起
こ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
秋
ご
ろ

ま
で
こ
の
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

円
安
の
状
況
が
安
値
安
定
で
推
移
、
さ
ら
な

る
円
安
へ
と
向
か
い
、
衣
料
品
輸
入
関
連
企

業
は
収
益
悪
化
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

【
家
具
装
備
品
】

　
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
よ
り
運
送
コ
ス
ト

を
は
じ
め
と
す
る
経
費
負
担
の
増
加
が
続
い

て
お
り
業
況
は
厳
し
い
。

【
木
材
・
木
製
品
】

　
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
は
前
月
比
で
増
加
、

前
年
同
月
比
で
減
少
と
な
っ
た
。
製
材
品
お

よ
び
合
板
の
生
産
量
は
前
月
比
で
微
減
、
前

年
同
月
比
は
同
水
準
で
推
移
し
た
。
プ
レ
カ

ッ
ト
加
工
の
稼
働
率
は
、
前
月
比
25
％
増
加
、

前
年
同
月
比
は
15
％
増
加
で
推
移
し
た
。

【
紙
・
加
工
品
】

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
原
材
料
高
等
諸
経
費

の
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。
売
上
高
は
前

月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
減
少
、
収
益
状

況
も
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
悪
化
と

な
り
、
引
き
続
き
業
況
は
厳
し
い
。

【
印　
刷
】

　
鳥
取
県
の
印
刷
業
界
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

進
展
と
市
場
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る

た
め
、
新
技
術
の
導
入
と
効
率
化
が
進
ん
で

い
る
も
の
の
、
原
材
料
高
の
高
騰
な
ど
コ
ス

ト
上
昇
が
継
続
し
て
お
り
、
中
で
も
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
初
期
投
資
が

財
務
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

【
窯
業
・
土
石
製
品
】

　
６
月
の
生
コ
ン
出
荷
量
は
、
前
月
比
で
約

６
％
増
加
、
前
年
同
月
比
で
同
水
準
と
な
っ

た
。
業
界
と
し
て
、
若
手
人
材
の
確
保
に
苦

慮
し
て
い
る
。
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鳥
取
市
上
水
道
事
業
協
同
組
合
青
年
部「
次
世
代
の
会
」

ちいき組合情報

管
継
手
材
の
製
造
工
程
を
間
近
で
視
察

研修会の様子
　
鳥
取
市
上
水
道
事
業
協
同
組
合
青
年

部「
次
世
代
の
会
」（
会
長
・
廣
岩
一
路

氏
）は
、７
月
５
日
、連
携
組
織
活
性
化

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
活
用
し
、香
川
県
綾

歌
郡「
株
式
会
社
川
西
水
道
機
器
」に
お

い
て
水
道
管
布
設
工
事
に
係
る
重
要
材

料
の
製
造
工
程
確
認
の
た
め
の
視
察
を

実
施
し
た
。

　
初
め
に
株
式
会
社
川
西
水
道
機
器
・

係
長
の
桝
瀬
氏
よ
り
創
業
か
ら
の
経
緯

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、工
場
内

を
見
学
し
な
が
ら
商
品
企
画
か
ら
梱
包
・

販
売
に
至
る
ま
で
の
流
れ
を
製
造
工
程

順
に
視
察
し
た
。そ
の
中
で
新
商
品
の

説
明
も
あ
り
、参
加
者
は
施
工
現
場
で

の
作
業
手
順
の
確
認
や
疑
問
点
、改
善

点
等
を
メ
ー
カ
ー
に
尋
ね
、実
際
の
現

場
で
活
用
で
き
る
部
品
で
あ
る
か
確
認

作
業
を
行
っ
た
。

　
廣
岩
会
長
は
、「
管
継
手
材
の
使
用
は

水
道
管
布
設
工
事
に
と
っ
て
重
要
な
部

分
を
占
め
る
も
の
で
あ
り
、身
近
な
部

品
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
製
造
さ
れ
て

い
る
か
視
察
で
き
た
こ
と
は
有
意
義
な

時
間
だ
っ
た
。新
商
品
の
導
入
も
検
討

し
た
い
」と
話
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 （
組
織
支
援
部　
斧
村
）

鳥
取
県
の
地
酒
の
魅
力
を
発
信

　

日
本
酒
フ
ェ
ア
２
０
２
４
出
展

　
鳥
取
県
酒
造
協
同
組
合（
理
事
長
・
東
田
雅
彦
氏
）

は
、本
会
・
販
路
開
拓
支
援
事
業
を
活
用
し
、７
月
５

日
・
６
日
、東
京
都
豊
島
区「
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ

テ
ィ
」に
お
い
て
開
催
さ
れ
た「
日
本
酒
フ
ェ
ア
２
０

２
４
」へ
出
展
し
た
。

　
当
フ
ェ
ア
は
、45
都
道
府
県
が
風
土
や
文
化
な
ど

地
域
な
ら
で
は
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、テ
ー
マ
に
沿
っ

た
選
り
す
ぐ
り
の
日
本
酒
を
紹
介
、販
路
開
拓
に
つ

な
げ
る
た
め
開
催
さ
れ
た
も
の
。当
組
合
は「
酒
は

純
米　
燗
な
ら
な
お
良
し
」を
テ
ー
マ
に
組
合
員
５

社
が
出
展
。来
場
者
に
各
蔵
の
日
本
酒
を
試
飲
し
て

も
ら
い
鳥
取
県
の
地
酒
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、バ
イ
ヤ
ー
や
酒
販
店
等
と
の
商
談
を
積
極
的

に
行
っ
た
。

　
出
展
者
は
、「
大
半
が
試
飲
中
心
だ
っ
た
が
、鳥
取

の
地
酒
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、一
部
が
商
談

に
繋
が
る
な
ど
、成
果
創
出
に
向
け
て
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
し
て
い
き
た
い
」と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
企
画
振
興
部　
森
本
）日本酒フェア出展の様子

展示・販売会場

　
企
業
組
合
藍
染
工
房
ち
ず
ぶ
る
ー（
理

事
長
・
西
山
美
彩
子
氏
）は
、７
月
４
日
か

ら
７
日
ま
で
、鳥
取
市
栄
町「
ギ
ャ
ラ
リ

ー
そ
ら
」に
て『
展
示
即
売
会
２
０
２
４
』

を
開
催
し
た
。

　
こ
の
作
品
展
は
、同
組
合
が
手
作
り
で

染
め
た
藍
染
作
品
を
展
示
し
た
も
の
で
、

会
場
に
は
の
れ
ん
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、か

ば
ん
、女
性
用
の
洋
服
に
加
え
、今
回
は

男
性
用
の
綿
麻
シ
ャ
ツ
等
が
新
作
と
し

て
登
場
す
る
な
ど
、老
若
男
女
問
わ
ず
、

多
く
の
人
が
見
学
・
購
入
に
訪
れ
た
。

　
西
山
理
事
長
は
、「
組
合
に
と
っ
て
は
、

一
年
に
一
度
の
大
き
な
展
示
会
。例
年
、

ち
ず
ぶ
る
ー
フ
ァ
ン
の
皆
様
に
沢
山
お
越

し
い
た
だ
き
、沢
山
笑
顔
が
見
ら
れ
る
場

所
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
を
作
っ
て
い
き

た
い
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

   （
組
織
支
援
部　
柳
原
）

色
鮮
や
か
な
藍
染
作
品
を
展
示
・
販
売
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創
立
50
周
年
を
盛
大
に
祝
う

通常総会の様子

記念式典、祝賀会の様子

　
鳥
取
女
性
中
央
会（
会
長
・
濵
口
正
子

氏
）は
、６
月
25
日
、倉
吉
市「
ホ
テ
ル

セ
ン
ト
パ
レ
ス
倉
吉
」に
お
い
て
令
和

６
年
度
通
常
総
会
、中
小
企
業
レ
デ
ィ

ー
ス
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
、会
員
34
名
が
出
席

し
、令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
、令
和
６
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
、役
員
任
期
満
了
に
伴
う
改
選

等
４
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

役
員
改
選
で
は
、濵
口
正
子
氏（
㈱
ア

ペ
ッ
ク
ス
）が
会
長
に
選
任
さ
れ
る
と

と
も
に
、令
和
５
年
度
会
長
を
退
任
し

た
滝
口
美
寿
穂
氏
が
直
前
会
長
に
選
任
、

副
会
長
を
含
む
役
員
12
名
、監
事
２
名

が
選
任
さ
れ
た
。

　
濵
口
会
長
は
、「
鳥
取
県
内
全
域
で
の

情
報
共
有
や
交
流
を
大
切
に
し
、密
度

の
高
い
事
業
に
な
る
よ
う
活
動
し
て
い

き
た
い
。女
性
が
輝
く
魅
力
の
あ
る
会

に
し
た
い
。」と
今
年
度
の
事
業
活
動
に

対
し
意
欲
を
示
し
た
。

　
総
会
後
の
研
修
会
で
は
、鳥
取
県
地

域
社
会
振
興
部
美
術
館
整
備
監
梅
田
雅

彦
氏
を
お
招
き
し「
鳥
取
の
未
来
を『
つ

く
る
』美
術
館
」を
テ
ー
マ
に
講
演
会

を
実
施
し
た
。鳥
取
県
立
美
術
館
が
地

域
に
も
た
ら
す
効
果
や
影
響
、地
域・人

と
と
も
に
成
長
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
学
び
、令
和
７
年
度
開
館
へ
の
期
待

に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部　
倉
持
）

　
鳥
取
県
西
部
中
小
企
業
青
年
中
央
会

（
会
長
・
永
井
拓
未
氏
）は
、７
月
６
日
、米

子
市「
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

で
、創
立
50
周
年
記
念
式
典
並
び
に
祝
賀

会
を
盛
大
に
開
催
し
た
。

　
式
典
に
は
、会
員
、Ｏ
Ｂ
会
員
、来
賓
な

ど
約
２
０
０
人
が
出
席
。50
期
会
長
で
あ

る
永
井
会
長
の
式
辞
、来
賓
か
ら
祝
辞
の

あ
と
、今
ま
で
の
会
の
歩
み
を
ま
と
め
た

映
像
に
よ
り
当
会
の
50
年
を
振
り
返
っ
た
。

　
祝
賀
会
で
は
、永
井
会
長
は「『
清
新
溌

剌
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、変
革
の
時

代
に
あ
っ
て
も
情
熱
を
も
っ
て
挑
戦
す
る

心
に
誇
り
を
も
ち
、会
の
益
々
の
発
展
に

努
力
し
て
い
く
」と
力
強
く
決
意
を
語
っ

た
。ま
た
、今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て「
新

し
い
こ
と
、や
っ
た
ら
い
や
！
」な
ど
三

つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表
し
た
。さ
ら
に
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
和
楽
衣
箱
に
よ

る
和
太
鼓
、50
周
年
特
別
巨
大
釜
め
し
披

露
が
行
わ
れ
る
な
ど
、創
立
50
周
年
を
盛

大
に
祝
っ
た
。　
　

  （
米
子
支
所　
西
尾
）

令
和
６
年
度
通
常
総
会
・

　
　

中
小
企
業
レ
デ
ィ
ー
ス
研
修
会
開
催

鳥取県木材協同組合連合会からのお知らせ
　８月１１日（日・祝）の「山の日」に、鳥取市河原町「とっとり２１世紀の森」に
おいて『トッキーノ自然体験会』を開催します。
　自然とのふれあいを体験しながら地域の林業や森林を知っていただくため、
「森の探検会」「昆虫採り（虫とり）」「木工づくり」といった各種体験コーナ
ーも準備していますので、ぜひお越しください。
【トッキーノ自然体験会】
日時 ： ８月１１日（日・祝）　９：３０～１１：３０（少雨決行）
場所 ： とっとり２１世紀の森周辺（鳥取市河原町稲常１１３）
対象 ： 幼児～小学生は保護者同伴でお願いします（参加費無料）

【お問い合わせ】
トッキーノ館（鳥取市河原町稲常１１３）　電話番号：0858-71-0524
【主催】
一般社団法人鳥取県木材協会 会場MAP
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令和6年度 鳥取県産業未来共創事業のご案内

新たなチャレンジで現状を打破したい方
「新たな企業価値創造型」

鳥取県産業未来共創補助金

　まずは、中央会にご相談ください。 
【問合せ先】 TEL：0857-26-6671　FAX：0857-27-1922

■事業認定の申請期間 第1回 令和6年 5月10日（金） ～ 同年 6月　7日（金）
第2回 令和6年 8月　1日（木） ～ 同年 8月30日（金）
第3回 令和6年 11月　1日（金） ～ 同年 11月29日（金）
第4回 令和7年 1月　6日（月） ～ 同年 1月31日（金）

経営力強化、生産性向上で発展したい方
「生産性向上・新技術導入推進型」

新しいビジネスモデルで大きく飛躍したい方
「経営革新型」

（２４か月以内） （２４か月以内） （36か月以内）
重点分野は1,500万円

補助額 最大200万円 補助額 最大500万円 補助額 最大1,000万円

※自社にとって新しい取組を行い、付加価値額、
経常利益、売上高のいずれかが増加する計画
が対象

※経営力強化及び生産性向上（働き方改革）を
目指す計画が対象
※経営力向上計画（国）の認定が必要

※経営革新計画（中小企業等経営強化法）の
承認を受けた計画が対象

補助メニュー 新商品（役務）開発等・経営力強化 設備投資

補助率

補助対象経費

FS調査費
経営基盤整備費
新商品（役務）開発費
人材育成費
販路開拓費 など

※組合等・任意グループの場合は２／３ （生産性向上・新技術導入推進型、経営革新型のみ）

設備導入・DX導入費
➡建物、設備（機械装置・工具器具・備品・システム）
※事業規模下限50万円
※取得価格10万円未満の設備は対象外
※貸付のために導入する設備は対象外
※生産性向上・新技術導入推進型の生産性向上の取組では建物は対象外　など

１／２

補助対象経費は
組み合わせて
活用可能です！

（申請先は中小企業団体中央会）

地元で事業を営む「あなた」に寄り添う　鳥取銀行のコンサルティング

ご相談はお近くの鳥取銀行　窓口まで
ぜひ、鳥取銀行にご相談ください

経営に関する
お悩み
解決します！

えっ！ 銀行に
そんなお願い
できるんだ戦略策定

補助金申請 販路支援 事業承継
Ｍ＆Ａ

中央会新会館建設の近況報告
　本会新会館の建設工事は計画通り順調に
進み、現在は外壁工事に加えて建物内部の
省エネ実現に向けた機械設備の設置も始まり
ました。今回導入したものは、通常より高効
率・高性能なエアコン等空調設備で、ZEB 
Ready認証取得に向けた省エネ設備は引き
続き数多く整備されていく予定です。工事の状況

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
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梅
雨
が
明
け
、
毎
日
30
度
以
上
の
気
温
が

続
く
中
、
夜
の
お
酒
を
楽
し
み
に
暑
さ
に
耐

え
日
々
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。
８
月
は
様
々
な
地
域
で
夏
祭
り
が
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。
夏
バ
テ
や
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ

う
、
水
分
や
睡
眠
を
し
っ
か
り
取
っ
て
ア
ツ

い
夏
を
楽
し
ん
で
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が

増
加
し
、
新
た
な
変
異
株
が
登
場
し
た
今
、

第
11
波
に
入
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
や
お
盆
期
間
で
移
動
す
る
機
会
が
増

え
ま
す
の
で
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
を
意
識
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
ナ
ゴ
シ
）

編
集
後
記

6日（火）  13日（火）  20日（火）  27日（火）

8月の倉吉出張所相談日のお知らせ

中央会・組合の 行事予定
日 曜日 行事内容 ・ 時間 ・ 場所

月8

※組合等の行事を情報交換の場として組合活性化情報「中小企業とっとり」に掲載
しておりますので、組合での行事等がございましたら本会までご連絡下さい。
※7月20日時点で把握している情報を掲載しています。

　
が
い
な
祭
は
、米
子
市
街
地
で
夏
に
行

わ
れ
る
伝
統
的
な
お
祭
り
で
、「
が
い
な
」

は
米
子
の
方
言
で「
大
き
い
」と
い
う
意
味

で
す
。「
が
い
な
万
灯
」「
が
い
な
太
鼓
」「
が

い
な
Ｃ
Ｏ
Ｎ
」を
メ
イ
ン
に
、多
彩
な
催
し

が
開
催
さ
れ
ま
す
。フ
ィ
ナ
ー
レ
の「
が
い

な
花
火
大
会
」で
は
、中
海
を
色
と
り
ど

り
に
染
め
な
が
ら
、夜
空
を
焦
が
す
大
花

火
が
、米
子
の
一
番
熱
い
日
を
締
め
く
く

り
ま
す
。

　
今
回
の
第
51
回
米
子
が
い
な
祭
は
８
月

17
、18
日
に
開
催
予
定
で
す
。皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
が
い
な
祭
」　
　
　
　   〈
米
子
市
〉

今
月
の
表
紙

 3 土 事業承継円滑化支援事業セミナー １４：００
 米子中央卸売市場

 19 月 中部青年中央会８月例会 １９：００
 倉吉体育文化会館

 20 火 西部青年中央会８月例会 19：00
 米子食品会館

 22 木 東部青年中央会８月例会 １９：００
 とりぎん文化会館

 27 火 中央会共済事業上期情報交換会 １６：００
 大樹生命山陰支社

令和6年8月1日

①セミナー

②会員交流会

③懇親会

【テーマ】『社員を活かし、辞めさせない
　　　　　　実践心理学活用術（仮）』

『組合員の置かれている業況について』

内　容

7,000円懇親会費

中部会場／令和6年9月10日（火）
　　　　　倉吉市「ホテルセントパレス倉吉」
東部会場／令和6年9月11日（水）
　　　　　鳥取市「ホテルニューオータニ鳥取」
西部会場／令和6年9月12日（木）
　　　　　米子市「ANAクラウンプラザホテル米子」

【講　師】 (有)エイ・エル・ピー
　　　　　　　　代表取締役 八尾稔啓氏

日時・場所〈各会場とも16：00～19：30〉

支部会のご案内

※テーマに基づいた業界の状況等を中心として意見交換を行います。

開 催 日 令和6年10月5日（土）
会　　場 旭国際浜村温泉ゴルフ倶楽部・白兎コース
予定組数 先着20組（OUT10組/IN10組）
スタート 8時00分～
表 彰 式 今回、表彰式は行わない予定です。賞品は後日お渡し予定です。

※誠に申し訳ありませんが、参加人数に達し次第締めきらせて頂きます。　※天候等の状況により中止の可能性があります。

費　　用 参加費：3,000円　プレー代：10,500円（昼食代1,100円込）
申 込 先 鳥取県中小企業団体中央会総務部　FAX 0857-27-1922　TEL 0857-26-6671

中央会共済本部長杯・親睦ゴルフコンペ開催のご案内
中央会共済制度の普及・親睦を深めるため、ゴルフコンペを下記日程により開催いたします。
豪華賞品を準備しておりますので、ぜひご参加下さい！
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発
行
人
　
鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　
　
　
〒
680‐

0845 鳥
取
市
富
安
１
丁
目９６

　
　
　
　
T
EL（
０８５７

）２６‐６６７１（
代
）・
FA
X（
０８５７

）２７‐１９２２

倉
吉
出
張
所
 〒
682‐

0887 倉
吉
市
明
治
町（
倉
吉
商
工
会
議
所
内
）

 
T
EL・
FA
X（
０８５８

）２２‐１７０６
米
子
支
所
 〒
683‐

0823 米
子
市
加
茂
町（
米
子
商
工
会
議
所
５
階
）

 
T
EL （０８５９

）３４‐２１０５・
FA
X（
０８５９

）３４‐６４４１

毎
月
１
回
１
日
発
行
　
日
ノ
丸
印
刷
株
式
会
社
　
印
行

購
読
料
　
1部
　
７０
円
　
T
EL（
０８５７

）２２‐２２４８（
代
）

（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

U
R
L 

https://w
w
w
.chuokai-tottori.or.jp

E
-m
ail honbu@

chuokai-tottori.or.jp
中
小
企
業
と
っ
と
り
　
令
和
6
年
8
月
1
日



暑中お見舞い申し上げます

1

専
務
理
事

鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
専
従

副
会
長

協
同
組
合
米
子
鉄
工
セ
ン
タ
ー
理
事
長

中
部
支
部
長

常
任
理
事

西
部
副
支
部
長

常
任
理
事

東
部
支
部
長

常
任
理
事

鳥
取
県
中
部
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
理
事
長

菅
埜
元
晴

副
会
長日

ノ
丸
運
輸
交
通
協
同
組
合
理
事
長

米
原
正
明

副
会
長

本
城
聖
一

常
任
理
事

株
式
会
社
エ
ヌ
ケ
ー
シ
ー
代
表
取
締
役
会
長

西
部
支
部
長

常
任
理
事

協
同
組
合
和
田
浜
工
業
団
地
理
事
長

鳥
取
県
西
部
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
理
事
長

協
同
組
合
鳥
取
卸
セ
ン
タ
ー
理
事
会
長

常
任
理
事

亜
細
亜
未
来
事
業
協
同
組
合
理
事
長

東
部
副
支
部
長

常
任
理
事

協
同
組
合
鳥
取
鉄
工
セ
ン
タ
ー
理
事
長

木
下
貴
啓

常
任
理
事

光
和
商
工
協
同
組
合
理
事
長

常
任
理
事

鳥
取
県
輸
出
縫
製
品
工
業
協
同
組
合
理
事
長

荒
井
敏
博

中
部
副
支
部
長

常
任
理
事中

部
砂
利
生
産
協
同
組
合
理
事
長

伊
藤
孝
一

常
任
理
事鳥

取
県
遊
技
業
協
同
組
合
理
事
長

全
本
和
由

倉
吉
銀
座
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長

小
林
健
治

会　
　

長

鳥
取
フ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合
理
事
長

岩
﨑
陽
一

令和6年8月1日
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2

理　

事
（
相
談
役
）

株
式
会
社
井
木
組
取
締
役
会
長

井
木
久
博

理　
　
　

事日
ノ
丸
燃
料
協
同
組
合
理
事
長

森
下
明
男

松
本　

啓

常
任
理
事

協
同
組
合
米
子
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
理
事
長

常
任
理
事

協
同
組
合
ユ
ー
ラ
シ
ア
山
陰
理
事
長

常
任
理
事

米
子
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
理
事
長

理　
　
　

事

鳥
取
県
運
輸
観
光
事
業
協
同
組
合
理
事
長

澤　

志
郎

理　
　
　

事

鳥
取
県
東
部
式
典
事
業
協
同
組
合
理
事
長

理　
　
　

事

 

株
式
会
社
一
高
土
木
代
表
取
締
役
社
長

理　
　
　

事
鳥
取
市
上
水
道
事
業
協
同
組
合
理
事
長

吉
田
峰
雄

理　
　
　

事
智
頭
街
道
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長

中
村　

隆

理　
　
　

事
若
桜
街
道
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長

山
縣 

勇
太
郎

理　
　
　

事

三
協
共
栄
振
興
会
会
長

理　
　
　

事

鳥
取
県
化
粧
品
小
売
協
同
組
合
理
事
長

藪
田
真
人

常
任
理
事

や
ま
こ
う
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

鶴
石
健
治

真
嶋　

茂

常
任
理
事

鳥
取
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
理
事
長

渡
邉　

昇

常
任
理
事

境
港
市
循
環
資
源
再
生
利
用
事
業
協
同
組
合
理
事
長

令和6年8月1日
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3

理　
　
　

事鳥
取
県
パ
ン
協
同
組
合
理
事
長

地
原
忠
実

理　
　
　

事
鳥
取
県
解
体
工
事
業
協
同
組
合
理
事
長

森
本
省
治

吉
田　

栄

大
磯
一
清

理　
　
　

事

鳥
取
県
東
部
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
理
事
長

高
橋
哲
夫

理　
　
　

事

鳥
取
県
東
部
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
理
事
長

髙
橋
俊
夫

理　
　
　

事
鳥
取
本
通
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長

安
東　

稔

理　
　
　

事
鳥
取
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合
理
事
長

清
水
隆
文

理　
　
　

事
未
来
人
材
コ
ネ
ク
ト
協
同
組
合
理
事
長

常
田 

孝
一
郎

理　
　
　

事
菌
興
椎
茸
協
同
組
合
組
合
長

寺
谷
泰
輔

理　
　
　

事

鳥
取
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合
理
事
長

理　
　
　

事

協
同
組
合
鳥
取
総
合
食
品
卸
売
市
場
理
事
長

吉
川　

浩

理　
　
　

事
鳥
取
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
理
事
長

倭
島
昭
博

理　
　
　

事
協
同
組
合
鳥
取
県
鉄
構
工
業
会
理
事
長

田
村
博
信

理　
　
　

事

鳥
取
信
用
金
庫
理
事
長

八
木
俊
英

理　
　
　

事

株
式
会
社
鳥
取
銀
行
取
締
役
常
務
執
行
役
員

西
根
栄
治

理　
　
　

事
協
同
組
合
鳥
取
駅
前
食
品
市
場
理
事
長

理　
　
　

事
賀
露
中
央
海
鮮
市
場
協
同
組
合
理
事
長

令和6年8月1日
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4

理　
　
　

事
株
式
会
社
衣
笠
商
会
代
表
取
締
役
会
長

理　
　
　

事境
港
鮮
魚
仲
買
協
同
組
合
理
事
長

理　
　
　

事

株
式
会
社
元
気
亭
ぐ
る
ー
ぷ
代
表
取
締
役
社
長

奥
森
隆
夫

笠
見
和
則

理　
　
　

事

倉
吉
信
用
金
庫
理
事
長

沖
田
雅
浩

理　
　
　

事三
朝
温
泉
旅
館
協
同
組
合
理
事
長

春
山
貞
洙

理　
　
　

事

倉
吉
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合
理
事
長

影
井
一
清

理　
　
　

事
大
和
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

諸
吉
陽
子

理　
　
　

事

株
式
会
社
テ
ィ
エ
ス
ピ
ー
代
表
取
締
役
社
長

清
水
昭
生

理　
　
　

事
協
同
組
合
千
代
金
属
セ
ン
タ
ー
理
事
長

森
本
泰
司

理　
　
　

事鳥
取
県
鉄
筋
協
同
組
合
理
事
長

山
根
正
樹

理　
　
　

事

鳥
取
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合
理
事
長

吉
岡 

佐
和
子

理　
　
　

事

株
式
会
社
山
陰
合
同
銀
行
代
表
取
締
役
専
務
執
行
役
員

仙
道
達
也

理　
　
　

事

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
山
陰
支
店

鳥
取
支
社
支
社
長

田
中
圭
介

理　
　
　

事

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
鳥
取
支
店

兼
米
子
支
店
支
店
長

水
野
正
貴

理　
　
　

事

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社
山
陰
支
社
支
社
長

西
村
博
文

理　
　
　

事中
部
管
工
事
業
協
同
組
合
理
事
長

令和6年8月1日
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5

理　
　
　

事境
港
水
産
流
通
協
同
組
合
理
事
長

河
越
誠
剛

米
村
年
博

大
川
和
彦

監　
　
　

事

鳥
取
県
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
理
事
長

秦
野
博
行

監　
　
　

事
協
同
組
合
米
子
食
品
卸
売
市
場
理
事
長

青
砥
隆
志

理　
　
　

事

米
子
信
用
金
庫
理
事
長

監　
　
　

事
鳥
取
県
穀
物
検
査
協
同
組
合
理
事
長

西
山
篤
夫

理　
　
　

事

赤
帽
鳥
取
県
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合
理
事
長

理　
　
　

事
協
同
組
合
米
子
食
品
工
業
団
地
理
事
長

並
河　

元

理　
　
　

事
協
同
組
合
さ
ん
そ
理
事
長

稻
田
祥
悟

理　
　
　

事

鳥
取
県
西
部
再
生
資
源
事
業
協
同
組
合
理
事
長

住
田
孝
昭

理　
　
　

事日
野
建
設
業
協
同
組
合
理
事
長

濱  

勇
二
郎

理　
　
　

事鳥
取
県
板
金
工
業
組
合
理
事
長

濵
口
正
子

理　
　
　

事

鳥
取
女
性
中
央
会
会
長

足
立　

駿

理　
　
　

事
鳥
取
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会
会
長

斉
木
健
之

理　
　
　

事
鳥
取
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合
理
事
長

松
浦
啓
介

理　
　
　

事西
部
建
設
業
協
同
組
合
理
事
長

岡
空　

聡

理　
　
　

事

鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
青
年
部
会
長

令和6年8月1日



暑中お見舞い申し上げます

6

株
式
会
社 

ア
サ
ヒ
メ
ッ
キ

代
表
取
締
役
社
長

鳥

取

市

南

栄

町

一

番

地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
五
三
｜
四
五
六
一

木　

下　

淳　

之

倉
吉
信
用
金
庫

理
事
長

倉
吉
市
昭
和
町
一
丁
目
六
〇
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
八
）
二
二
｜
一
一
一
一

笠　

見　

和　

則

倉
吉
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

理
事
長

倉
吉
市
小
田
字
日
の
宮
三
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
八
）
二
六
｜
三
三
四
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
五
八
）
二
六
｜
三
二
二
五

春　

山　

貞　

洙

■
食
品
原
料
■
水
産
冷
食
■
包
装
資
材

株
式
会
社　

越
　
河

代
表
取
締
役
社
長米

子

市

旗

ヶ

崎

二

〇

三

五

米
子
食
品
工
業
団
地
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
九
）
二
二
｜
五
一
七
七

米
子
市
旗
ヶ
崎
二
〇
二
一
｜
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
九
）
三
五
｜
五
九
九
六

本

社

第
二
工
場

越　

河　

貴　

文

株
式
会
社 
片
木
ア
ル
ミ
ニュ
ー
ム
製
作
所

本　
　

社　

〒
五
九
〇
―
〇
五
〇
四

大
阪
府
泉
南
市
信
達
市
場
二
〇
四
五
番
地

大
山
工
場　

〒
六
八
九
―
三
三
〇
三

鳥
取
県
西
伯
郡
大
山
町
所
子
字
押
平
道
八
〇
二
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
九
）
五
三
｜
四
五
六
五

F
Ａ
X
（
〇
八
五
九
）
五
三
｜
四
五
七
五

鳥
取
市
吉
成
七
七
九
番
地
三
九

　
　
　
　
　
　
　

日
本
海
ビ
ル
一
〇
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
五
三
―
六
七
八
八

亜
細
亜
未
来
事
業
協
同
組
合

理
事
長

森　

田　

桂　

一

株
式
会
社 

井
　
木
　
組

代
表
取
締
役
社
長

取
締
役
会
長

井　

木　

敏　

晴

井　

木　

久　

博

東
伯
郡
琴
浦
町
大
字
赤
碕
二
〇
〇
〇
番
地
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
八
）
五
五
｜
〇
八
一
一

代
表
取
締
役

片　

木　
　
　

威

米

子

市

尾

高

一

三

八

六

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
五
〇
｜
三
五
三
八
｜
五
九
九
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
八
）
二
二
｜
四
一
二
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
五
八
）
二
二
｜
九
〇
二
〇

エ
レ
ク
ト
ロ・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合

代
表
取
締
役

衣　

笠　

良　

輔

〒６８４-０００４ 鳥取県境港市大正町３８
TEL/FAX（０８５９）４２-３５５１
E-mail : info@genkitei.main.jp
http://genkitei.main.jp/

株式会社
元気亭ぐるーぷ

●海鮮料理
元気亭。

●居酒屋

●アカモク商品製造・販売

（海）元気

有
限
会
社 

ア
セ
ス
メ
ン
ト
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役

鳥

取

市

港

町

六

二

番

地

三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
三
二
―
二
五
四
二

野　

津　

大　

祐

株
式
会
社  

衣
笠
商
会

O
A
機
器
・
オ
フ
ィ
ス
家
具
・

内
装
工
事
・
事
務
用
品

鳥 取 市 千 代 水１丁目１４９番 地
ＴＥＬ（０８５７）２５─５５０５
ＦＡＸ（０８５７）２５─５５０６

株式会社  一 高 土 木
代表取締役　平　野　敏　和

境

港

市

弥

生

町

二

〇

六

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
九
）
四
二
―
二
一
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
五
九
）
四
二
―
三
六
四
五

株
式
会
社 

ウ
ミ
ラ
イ

代
表
取
締
役
社
長

堀　

田　
　
　

收

令和6年8月1日



HP:

代表取締役 社長  西　根　伸　吾

株式会社 マックスサポート
株式会社 ＮＬＮジャパン
株式会社 Ｎコミュニケーション
株式会社 ＮＬＮテクノロジー

暑中お見舞い申し上げます

7

境
港
市
中
野
町
一
八
〇
〇
番
地
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
九
）
四
四
―
六
八
六
八

境
港
環
境
衛
生
事
業
協
同
組
合

理
事
長

渡　

邉　
　
　

昇

境
港
市
清
水
町
八
五
六
番
地

境
港
工
業
協
同
組
合

理
事
長

遠　

藤　
　
　

賢

大
和
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

鳥
取
市
天
神
町
五
番
地
―
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
二
二
―
三
一
三
八

影　

井　

一　

清

株
式
会
社 

テ
ィ
エ
ス
ピ
ー

代
表
取
締
役
社
長

鳥
取
市
千
代
水
一
―
七
〇
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
二
九
―
五
二
二
二

諸　

吉　

陽　

子

倉

吉

市

八

屋

二

〇

七

｜

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
八
）
二
六
｜
五
一
九
七

中
部
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

西　

村　

博　

文

境
港
市
昭
和
町
九
番
地
三
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
九
）
四
四
｜
二
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
五
九
）
四
四
｜
二
一
八
二

境
港
鮮
魚
仲
買
協
同
組
合

理
事
長

島　

谷　

憲　

司

境
港
市
昭
和
町
九
番
地
三
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
九
）
四
二
｜
六
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
五
九
）
二
一
｜
五
二
三
一

境
港
水
産
流
通
協
同
組
合

理
事
長

森　

脇　

哲　

雄

鳥
取
市
古
海
五
四
二
番
地
一

　
　
　

千
代
金
属
セ
ン
タ
ー
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
二
三
｜
一
六
三
一

株
式
会
社 

清
　
　
水

代
表
取
締
役
社
長

清　

水　

昭　

生

鳥
取
ガ
ス
株
式
会
社

鳥
取
ガ
ス
産
業
株
式
会
社

鳥

取

市

五

反

田

町

六

番

地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
五
七
〇
）
〇
四
｜
八
八
一
一

　
　
　

（
〇
五
七
〇
）
〇
四
｜
八
八
二
二

代
表
取
締
役
社
長

児　

嶋　

太　

一

寿
製
菓
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

米
子
市
旗
ヶ
崎
二
〇
二
八
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
九
）
二
二
｜
七
四
五
六

城　

内　

正　

行

大
同
端
子
製
造
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

鳥
取
市
南
栄
町
一
五
番
地
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
五
三
｜
一
二
一
二

若　

川　

大　

介

協
同
組
合 

鳥
取
卸
セ
ン
タ
ー

鳥
取
市
商
栄
町
二
〇
二
番
地
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
二
三
｜
〇
四
二
四

理
事
長

盛　

田　

眞　

理

役　

員　

一　

同

組
合
員
一
同

令和6年8月1日



680-0804 648
TEL 0857-30-3110 FAX 0857-21-6711

100-0013 3-6-14

451-0034 1-15
TEL 052-734-6620 FAX 052-734-6920

URL
https://www.s-group.or.jp

暑中お見舞い申し上げます

8

令和6年8月1日



暑中お見舞い申し上げます

9

鳥
取
県
葬
祭
業
協
同
組
合

理
事
長

鳥

取

市

杉

崎

四

七

六

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
五
一
｜
九
五
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
五
七
）
五
一
｜
九
〇
九
九

山　

下　

浩　

史

役　

員　

一　

同

組
合
員
一
同

鳥
取
県
西
部
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

理
事
長

米
子
市
流
通
町
一
三
八
一
番
地
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
九
）
二
七
｜
五
〇
〇
〇

川　

上　

和　

人

鳥
取
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合

理
事
長

鳥
取
市
丸
山
町
二
三
三
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
二
三
｜
三
二
七
一

吉　

川　
　
　

浩

鳥
取
市
湖
山
町
東
二
丁
目
二
四
五
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
三
八
｜
八
五
七
一

鳥
取
県
解
体
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

森　

本　

省　

治

鳥
取
市
西
町
一
丁
目
二
一
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
二
一
｜
六
〇
〇
八

鳥
取
県
印
刷
工
業
組
合

理
事
長

田　

村　

仁　

美

未
来
を
拓
く
！
が
ん
ば
る
企
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー

公
益
財
団
法
人

  

鳥
取
県
産
業
振
興
機
構

代
表
理
事
理
事
長

岡　

村　

整　

諮

鳥
取
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

理
事
長

寺　

谷　

泰　

輔

鳥
取
市
丸
山
町
二
二
三
番
地
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
二
一
｜
六
八
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
五
七
）
二
一
｜
六
八
八
二

鳥
取
市
若
葉
台
南
七
丁
目
五
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
五
二
｜
三
〇
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
五
七
）
五
二
｜
六
六
七
三

鳥
取
市
正
蓮
寺
一
〇
七
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
二
九
｜
〇
七
三
四

鳥
取
県
化
粧
品
小
売
協
同
組
合

理
事
長

藪　

田　

真　

人

鳥
取
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合

理
事
長

安　

東　
　
　

稔

役
員
・
組
合
員
一
同

鳥
取
市
興
南
町
五
一
番
地
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
二
四
｜
二
三
二
三

鳥
取
県
金
属
熱
処
理
協
業
組
合

理
事
長

米
子
市
夜
見
町
三
〇
〇
一
｜
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
九
）
二
四
｜
〇
三
六
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
五
九
）
二
九
｜
五
六
九
九

森　

脇　
　
　

孝

鳥
取
県
穀
物
検
査
協
同
組
合

理
事
長

鳥
取
市
緑
ヶ
丘
二
丁
目
六
七
一
番
地
三
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
三
九
｜
三
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
五
七
）
三
九
｜
三
一
三
八

米　

村　

年　

博

鳥
取
県
左
官
業
協
同
組
合

理
事
長

鳥
取
市
緑
ヶ
丘
三
丁
目
一
四
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
二
六
｜
五
一
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
五
七
）
二
一
｜
七
三
〇
七

花　

田　

富　

幸

令和6年8月1日



《鳥取事務局》
〒680-0942 鳥取県鳥取市湖山町東5-567
☎0857-32-2717　　0857-32-2707　《URL》 https://jyotu.net/about/

理事長 佐々木　隆
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鳥
取
市
本
町
三
丁
目
二
〇
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
二
三
｜
一
三
七
九

倉

吉

市

清

谷

町

二

｜

六

八

　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
Ⅰ
一
〇
五
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
八
）
二
四
｜
五
七
〇
二

鳥
取
県
電
器
商
業
組
合

理
事
長

杉　

谷　

圭　

介

鳥

取

市

服

部

一

五

番

地

三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
三
八
｜
四
四
〇
〇

鳥
取
県
東
部
式
典
事
業
協
同
組
合

理
事
長

光　

浪　

房　

夫

鳥
取
県
東
部
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

理
事
長

吉　

田　
　
　

栄

鳥
取
市
南
栄
町
三
三
番
地
一
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
五
三
｜
三
五
五
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
五
七
）
五
三
｜
四
五
四
五

鳥
取
信
用
金
庫

理
事
長

鳥

取

市

栄

町

六

四

五

番

地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
二
三
｜
二
四
一
一

田　

村　

博　

信

協
同
組
合 

鳥
取
総
合
食
品
卸
売
市
場

鳥
取
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

理
事
長

鳥
取
市
南
安
長
二
丁
目
六
九
七
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
二
三
｜
七
一
三
七

德　

田　

三　

明

鳥
取
県
遊
技
業
協
同
組
合

理
事
長

全　

本　

和　

由

鳥
取
市
緑
ヶ
丘
三
丁
目
二
一
番
七
二
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
二
二
｜
一
八
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
五
七
）
二
二
｜
一
八
九
二

協
同
組
合 

鳥
取
県
鉄
構
工
業
会

理
事
長

倭　

島　

昭　

博

鳥
取
市
上
水
道
事
業
協
同
組
合

理
事
長

吉　

田　

峰　

雄

鳥
取
市
国
安
字
高
土
手
二
一
〇
番
地
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
五
一
｜
七
一
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
五
七
）
五
一
｜
七
一
六
六

鳥
取
県
中
部
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

理
事
長

菅　

埜　

元　

晴

倉
吉
市
清
谷
町
二
丁
目
一
一
三
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
八
）
二
六
｜
四
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
五
八
）
二
六
｜
四
一
三
三

鳥
取
県
鉄
筋
協
同
組
合

理
事
長

鳥
取
市
倭
文
一
六
二
番
地
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
五
七
）
三
七
｜
四
八
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
五
七
）
三
七
｜
四
八
二
五

森　

本　

泰　

司

鳥
取
県
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合

理
事
長

米
子
市
大
篠
津
三
〇
一
三
番
地
一

Ｔ
Ｅ
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《鳥取事務局》
〒680-0854 鳥取県鳥取市正蓮寺43番地 25
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暑中お見舞い申し上げます
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暑中お見舞い申し上げます

鳥取県中小企業青年中央会
 　会長　足　立　　　駿

鳥取県東部中小企業青年中央会
 　会長　藤　原　正　実

鳥取県中部中小企業青年中央会
 　会長　古　川　大　智

鳥取県西部中小企業青年中央会
 　会長　永　井　拓　未

時代
に挑み、次代を創る。

英知・友愛・団結
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中央会共済制度のご案内 経営者・役員・従業員とその家族の
安定した将来を保障するために

特定退職金共済制度
人材の確保・定着のキメ手、
従業員の退職金制度

オーナーズプラン
事業保全資金の確保と経営者の
退職慰労金準備のために

パートナーズプラン
従業員の皆さまのための
多様な保障準備のために

　組合と鳥取県中央会との間で『業務委託契約』をご締結いただきますと、組合員が中央会共済
制度の「オーナーズプラン」または「パートナーズプラン」にご加入された場合、月額保険料に応じ
て加入促進手数料を組合にお支払いいたします。組合員にとっては、中央会共済の団体割引によ
って保険料が割安となり、さらに組合にとっても財源確保につながるというメリットがございます。
面倒な事務手続きもありませんので、ご契約について是非ご検討ください。
※加入促進手数料は月額保険料によって1,000円～20,000円の範囲で変動します。
※加入促進手数料は「オーナーズプラン」または「パートナーズプラン」加入時のみのお支払いとなります。

中央会共済「業務委託契約」

〒680-0845 鳥取市富安1丁目96
TEL：0857-26-6671　FAX：0857-27-1922

共済は中央会へ
鳥取県中小企業団体中央会

令和6年8月1日


